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紀
元
前
八
世
紀
の
杜
甫

―
嚴
粲
詩
經
解
釋
に
お
け
る
唐
詩
引
用
の
意
義

―

種
村
和
史

（　

は
じ
め
に

嚴
粲
『
詩
緝
』
は
、
呂
祖
謙
『
呂
氏
家
塾
讀
詩
記
』、
朱
熹
『
詩
集
傳
』
と
と
も
に
南
宋
詩
經
學
を
代
表
す
る
詩
經
注
釋
書
で
あ
り
、

そ
の
學
說
は
後
の
詩
經
學
者
達
に
頻
繁
に
引
用
さ
れ
、
詩
經
解
釋
學
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
與
え
て
き
た
。
近
年
、
李
輝
氏
に
よ
っ

て
校
點
本
が
出
版
さ
れ（

（
（

利
用
の
便
宜
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、
こ
の
書
の
詩
經
解
釋
學
史
上
の
意
義
の
解
明
が
急
速
に
進
展

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
校
點
本
に
附
さ
れ
た
李
輝
氏
に
よ
る
詳
細
か
つ
周
到
な
前
言
は
、『
詩
緝
』
お
よ
び
嚴
粲
詩
經
學
の

槪
說
と
し
て
價
値
が
高
い
。
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

嚴
粲
が
「
意
を
以
て
志
を
逆
ふ
」
の
態
度
で
詩
篇
に
詠
わ
れ
た
性
情
を
追
求
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
重
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要
な
秘
訣
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
詩
歌
に
よ
っ
て
詩
經
を
解
釋
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
先
に
紹
介
し
た
豳
風
「
東
山
」
に
お
い

て
陳
師
道
の
詩
を
引
用
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。『
詩
緝
』
全
書
を
調
査
し
た
結
果
、
嚴
粲
は
合
計
五
二
回
、
後
代

の
詩
歌
辭
賦
を
引
用
し
て
い
る
。
古
く
は
屈
原
『
離
騷
』
か
ら
、
新
し
く
は
北
宋
・
黃
庭
堅
、
陳
師
道
に
至
る
。
引
用
回
數
の
最

も
多
い
の
は
杜
甫
で
、
合
計
十
二
回
で
あ
る
。
嚴
粲
以
前
に
も
、
王
質
『
詩
總
聞
』、
范
處
義
『
詩
補
傳
』、
李
樗
『
毛
詩
集
解
』、

呂
祖
謙
『
呂
氏
家
塾
讀
詩
記
』
な
ど
に
も
、
詩
歌
を
も
っ
て
詩
經
を
解
釋
し
た
例
が
時
折
見
受
け
ら
れ
る
が
、
し
か
し
嚴
粲
の

『
詩
緝
』
は
、
詩
歌
の
引
用
の
規
模
、
詩
經
を
解
釋
す
る
そ
の
深
度
、
お
よ
び
理
論
的
な
解
釋
と
い
う
點
で
よ
り
突
出
し
て
お
り
、

相
當
の
學
術
史
的
意
義
を
有
す
る
。
宋
以
後
の
、
文
學
的
な
見
地
か
ら
詩
經
を
評
論
解
釋
す
る
風
氣
が
興
っ
た
こ
と
に
と
っ
て
重

要
な
先
導
的
役
割
を
果
た
し
た
（
嚴
氏
「
逆
求
性
情
」、
還
有
一
個
重
要
的
門
竅
就
是
「
以
詩
言
《
詩
》」、
上
舉
《
東
山
》
詩
引

陳
師
道
詩
即
是
一
例
。
綜
核
全
書
、
嚴
粲
共
引
後
代
詩
歌
辭
賦
五
十
二
次
、
上
至
屈
原
《
離
騷
》、
下
至
北
宋
黃
庭
堅
・
陳
師
道
、

所
引
最
多
的
爲
杜
甫
、
計
十
二
次
。
雖
然
在
嚴
粲
之
前
、
王
質
《
詩
總
聞
》・
范
處
義
《
詩
補
傳
》・
李
樗
《
毛
詩
集
解
》・
呂
祖

謙
《
呂
氏
家
塾
讀
詩
記
》
等
也
偶
見
「
以
詩
言
《
詩
》」
之
例
、
但
嚴
粲
《
詩
緝
》
在
引
詩
的
規
模
・
解
《
詩
》
的
深
度
以
及
理

論
闡
釋
上
都
更
爲
突
出
、
具
有
相
當
的
學
術
史
意
義
、
對
宋
以
下
文
學
評
解
《
詩
經
》
之
風
起
到
重
要
的
開
導
作
用（

（
（

（

詩
經
の
詩
篇
を
注
釋
す
る
際
に
、
後
世
の
詩
歌
を
引
用
す
る
こ
と
、
こ
れ
を
本
格
的
に
驅
使
す
る
の
が
南
宋
・
嚴
粲
に
始
ま
る
こ
と
、

そ
し
て
嚴
粲
に
よ
り
引
用
さ
れ
た
詩
人
の
中
で
杜
甫
が
大
き
な
割
合
を
占
め
る
こ
と
、
こ
れ
は
貴
重
な
指
摘
で
あ
る
。

こ
の
他
、
王
智
慧
氏
は
『
詩
緝
』
の
中
で
引
用
さ
れ
た
緖
文
獻
の
網
羅
的
な
出
典
調
査（

3
（

を
行
い
、
そ
の
中
で
杜
詩
の
引
用
に
つ
い
て

も
詳
細
な
出
典
情
報
が
示
さ
れ
参
考
に
な
る
。
李
輝
氏
の
指
摘
を
承
け
て
、
王
智
慧
氏
の
論
文
を
參
考
に
し
つ
つ
筆
者
が
調
査
し
た

『
詩
緝
』
に
お
け
る
杜
甫
引
用
の
内
譯
を
、
出
典
表
示
の
し
か
た
に
よ
っ
て
分
類
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
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「
杜
詩
」
全
八
例

①
卷
五
、
鄘
風
「
定
之
方
中
」

②
卷
十
九
、
小
雅
「
沔
水
」

③
同
「
白
駒
」

④
同
「
黃
鳥
」

⑤
卷
二
二
、
小
雅
「
信
南
山
」

⑥
卷
二
四
、
小
雅
「
角
弓
」

⑦
卷
二
八
、
大
雅
「
公
劉
」

⑧
卷
三
三
、
周
頌
「
有
客
」

「
杜
子
美
」
全
一
例

⑨
卷
十
二
、
秦
風
「
車
鄰
」

「
老
杜
」
全
一
例

⑩
卷
三
、
邶
風
「
燕
燕
」

「
杜
甫
」
全
二
例

⑪
卷
十
七
、
小
雅
「
鹿
鳴
」



28

⑫
卷
二
九
、
大
雅
「
桑
柔
」

以
上
の
十
二
例
の
中
に
は
、
先
人
が
杜
甫
詩
を
引
い
て
詩
篇
の
注
釋
を
し
た
の
を
、
引
用
し
た
も
の
が
あ
る
。
⑤
小
雅
「
信
南
山
」

二
章
の
「
益ま

す
に
霢ば

く

霂ぼ
く

を
以
て
す
（
益
之
霢
霂
（」
の
雙
行
注
に
、『
爾
雅
』「
釋
天
」
の
「
小
雨
の
こ
と
を
『
霢
霂
』
と
言
う
（
小
雨

謂
之
霢
霂
（」
を
引
い
て
語
義
を
示
し
た
上
で
、「
李
樗
氏
曰
く

―
杜
甫
の
詩
に
『
物
を
潤
し
て
細
に
し
て
聲
無
し
』
と
言
う
の
も
ま

た
小
雨
の
こ
と
で
あ
る
（
李
氏
曰
、
杜
詩
云
潤
物
細
無
聲
。
亦
是
小
雨
也
（」
と
あ
る
の
は
、『
李
迂
仲
黃
實
夫
毛
詩
集
解
』（
以
下
『
李

黃
解
』
と
略
稱
（
の
南
宋
・
李
樗
の
注
が
杜
甫
の
「
春
夜
喜
雨（

（
（

」
の
句
を
紹
介
す
る
の
を
再
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

詩
經
を
典
據
と
す
る
杜
甫
の
詩
句
に
つ
い
て
、
文
字
の
通
用
を
指
摘
し
た
も
の
が
あ
る
。
⑨
秦
風
「
車
鄰
」
首
章
の
「
有
車
鄰
鄰
」

の
雙
行
注
に
、「
杜
甫
の
〔「
兵
車
行（

（
（

」〕」
詩
に
「
車
轔
轔
」
と
言
い
、
そ
の
文
字
を
く
る
ま
へ
ん
に
作
る
が
、「
鄰
」
と
「
轔
」
と
は

古
く
は
通
用
し
た
の
で
あ
る
（
今
曰
、
杜
子
美
詩
云
車
轔
轔
、
其
字
從
車
、
古
字
通
（」
と
言
う
の
が
こ
れ
に
當
た
る
。

詩
篇
の
字
義
や
語
義
を
說
明
す
る
據
と
し
て
杜
甫
詩
を
用
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
詩
中
の
地
名
の
考
證
の
資
料
と
し
て

杜
甫
の
詩
を
利
用
し
た
も
の
と
し
て
、
⑧
大
雅
「
公
劉
」
三
章
、

篤
公
劉　
　
　

篤
き
か
な
公
劉

逝
彼
百
泉　
　

彼
の
百
泉
に
逝
く

の
「
百
泉
」
に
つ
い
て
の
注
釋
が
擧
げ
ら
れ
る
。
嚴
粲
は
、
ま
ず
「『
百
泉
』
と
は
多
く
の
川
の
こ
と
で
あ
る
（
百
泉
衆
水
也
（」
と
字

義
を
示
し
た
後
、「
曹
粹
中
氏
は
杜
佑
に
基
づ
い
て
言
う
（
曹
氏
據
杜
佑
云
（」
と
言
っ
て
、
南
宋
・
曹
粹
中
『
放
齋
詩
說
』
の
、
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百
泉
は
漢
代
に
は
朝
那
縣
と
さ
れ
、
安
定
郡
に
屬
し
た
。
唐
代
に
は
百
泉
縣
と
さ
れ
、
平
涼
郡
に
屬
し
た
。
魏
に
は
こ
の
地
に

原
州
が
置
か
れ
、
唐
は
こ
れ
を
踏
襲
し
た
（
百
泉
在
漢
爲
朝
那
縣
、
屬
安
定
郡
。
在
唐
爲
百
泉
縣
、
屬
平
涼
郡
。
魏
於
其
地
置
原

州
、
唐
因
之
（

と
い
う
說
を
引
用
す
る
。
こ
れ
は
公
劉
が
訪
れ
た
「
百
泉
」
を
地
名
と
し
て
捉
え
、
そ
の
位
置
と
沿
革
を
說
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
承
け
て
嚴
粲
は
、

こ
れ
が
本
詩
に
詠
わ
れ
た
地
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
詩
經
本
詩
の
「
百
泉
」
の
語
に
因
ん
で
地
名
と
し
て
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
（
當
是
其
地
。
因
詩
百
泉
而
得
名
（

と
言
い
、
曹
氏
の
說
を
支
持
し
、
こ
の
地
名
が
本
詩
に
因
ん
で
命
名
さ
れ
た
と
の
考
え
を
示
し
た
後
、

ち
ょ
う
ど
杜
甫
の
〔「
秦
州
雜
詩
二
十
首
、
其
七（

（
（

」〕
詩
の
「
夜
な
ら
ず
し
て
月
關
に
臨
む
」
に
因
ん
で
、
後
人
は
つ
い
に
「
不

夜
關
」
を
置
い
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
猶
因
杜
詩
不
夜
月
臨
關
、
後
人
遂
置
不
夜
關
耳
（

と
言
っ
て
、
杜
甫
の
詩
を
擧
げ
て
、
名
句
に
因
ん
で
地
名
を
付
け
る
習
慣
が
あ
っ
た
こ
と
の
例
證
と
し
て
い
る
。

詩
篇
に
詠
わ
れ
た
事
物
に
込
め
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
說
明
す
る
た
め
に
杜
甫
の
詩
を
用
い
て
い
る
例
も
あ
る
。
⑩
邶
風
「
燕
燕
」
首

章
、
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燕
燕
于
飛　
　

燕
燕　

于
き
飛
ぶ

差
池
其
羽　
　

其
の
羽
を
差
池
す

に
つ
い
て
、
嚴
粲
は
、「
燕
や
鴻
は
往
來
す
る
こ
と
定
め
な
き
も
の
な
の
で
、
別
離
す
る
者
は
燕
や
鴻
を
興
と
し
て
用
い
て
詩
を
詠
い

起
こ
す
（
燕
鴻
往
來
靡
定
、
別
離
者
多
以
燕
鴻
起
興
（」
と
說
明
し
た
後
で
、
燕
が
別
離
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
用
い
た
詩
歌
の
例
と
し

て
、
魏
・
曹
丕
「
燕
歌
行
」、
謝
朓
「
孔
令
を
送
る
（
送
孔
令
（」
と
と
も
に
、
杜
甫
の
「
立
秋
後
題（

（
（

」
の
、「
秋
燕
已
に
客
の
如
し

（
秋
燕
已
如
客
（」
を
擧
げ
て
い
る
。

詩
篇
の
詩
句
の
比
喩
の
意
味
を
杜
甫
の
詩
を
用
い
て
說
明
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
②
の
小
雅
「
沔
水
」
首
章
の
、

沔
彼
流
水　
　

沔
た
る
彼
の
流
水

朝
宗
于
海　
　

海
に
朝
宗
す

［
傳
］
興
で
あ
る
。「
沔
」
は
川
の
流
れ
が
滿
々
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
川
で
あ
っ
て
も
な
お
お
上
に
お
目
見
え
す
る
も
の
で

あ
る
（
興
也
。
沔
、
水
流
滿
也
。
水
猶
有
所
朝
宗
（

［
箋
］
興
と
い
う
の
は
、
川
が
流
れ
て
海
に
流
れ
込
む
の
は
、
小
な
る
も
の
が
大
な
る
も
の
に
就
き
從
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
諸

侯
が
天
子
に
ま
み
え
る
の
も
ま
た
こ
れ
と
同
樣
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
喩
え
る
。
諸
侯
が
春
に
天
子
に
ま
み
え
る
の
を
「
朝
」
と

言
い
、
夏
に
ま
み
え
る
の
を
「
宗
」
と
言
う
（
興
者
、
水
流
而
入
海
、
小
就
大
也
。
喩
諸
侯
朝
天
子
亦
猶
是
也
。
諸
侯
春
見
天
子

曰
朝
、
夏
見
曰
宗
（
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に
つ
い
て
、『
詩
緝
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

興
で
あ
る
。
杜
甫
の
詩
に
「
衆
流　

海
に
歸
す
る
の
意
、
萬
國　

君
を
奉
る
の
心
」
と
言
う
の
は
、
本
詩
と
同
じ
意
境
で
あ
る
。

あ
の
滿
々
と
水
を
湛
え
て
流
れ
る
川
は
、
必
ず
海
に
流
れ
入
る
。
そ
れ
は
お
上
の
も
と
に
お
目
見
え
す
る
の
が
道
理
で
あ
る
か
ら

だ
。
こ
れ
は
諸
侯
が
い
か
に
彊
大
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
天
子
に
お
目
見
え
す
る
と
い
う
の
は
常
の
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
喩
え

て
い
る
（
興
也
。
杜
詩
云
、
衆
流
歸
海
意
、
萬
國
奉
君
心
、
與
此
詩
意
同
。
彼
沔
然
而
滿
之
流
水
、
必
入
于
海
。
有
朝
宗
之
義
、

喩
諸
侯
雖
彊
大
、
必
朝
宗
于
天
子
、
是
理
之
常
也
（

嚴
粲
が
引
用
し
た
の
は
、
杜
甫
「
長
江
二
首
」
其
の
二（

（
（

の
頷
聯
で
あ
る
。「
沔
水
」
と
杜
詩
と
を
比
べ
る
と
、
杜
詩
の
「
衆
流
、
海

に
歸
す
る
の
意
」
が
「
沔
水
」
の
所
揭
の
二
句
と
意
味
内
容
と
し
て
對
應
し
て
い
る
一
方
で
、「
萬
國　

君
を
奉
る
の
心
」
は
、
鄭
箋

の
「
諸
侯
の
天
子
に
朝
す
る
も
亦
た
猶
ほ
是
の
ご
と
き
な
る
を
喩
ふ
」、
あ
る
い
は
『
詩
緝
』
の
「
諸
侯
彊
大
な
り
と
雖
も
、
必
ず
天

子
に
朝
宗
す
る
は
、
是
れ
理
の
常
な
る
を
喩
ふ
」
と
ほ
ぼ
對
應
し
て
い
る
。
と
言
う
こ
と
は
、「
沔
水
」
に
表
現
さ
れ
た
海
に
流
れ
込

む
川
の
樣
が
、
人
閒
世
界
の
道
理
の
比
喩
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
た
か
も
杜
詩
が
解
き
明
か
す
形
に
な
っ
て
い
る
の
を
嚴
粲
は
利
用
し
て
、

「
沔
水
」
の
詩
句
の
言
外
の
意
味
を
說
明
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
は
、
詩
篇
の
字
義
や
章
句
の
解
釋
と
は
直
接
は
關
わ
ら
ず
、
詩
篇
の
詩
句
に
因
ん
で
杜
甫
の
詩
で
用
い
ら
れ
た
字
句
に
言
及

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
例
も
あ
る
。
⑥
小
雅
「
角
弓
」
六
章
の
「
猱
に
木
に
升
る
を
教
ふ
る
こ
と
毋
か
れ
（
毋
教
猱
升

木
（」
の
雙
行
注
に
、
陸
璣
『
毛
詩
草
木
蟲
魚
疏
』
の
「
猱
は
サ
ル
の
こ
と
で
あ
る
（
猱
獼
猴
也
（」
に
よ
っ
て
字
義
を
示
し
た
後
、

「
猱
と
は
す
な
わ
ち
『
王
孫
（
サ
ル
の
別
稱

―
筆
者
注
（』
の
こ
と
で
あ
る
。
杜
甫
に
『
胡
孫
を
覓
む
（
正
確
に
は
「
從
人
覓
小
胡
孫



32

許
寄（

（
（

―
筆
者
注
（』
と
い
う
題
の
詩
が
あ
る
の
は
こ
れ
で
あ
る
（
猱

王
孫
也
。
杜
詩
覓
胡
孫
是
也
（」
と
言
う
の
が
こ
れ
に
當
た
る
。

以
上
の
例
は
、
詩
篇
の
意
味
を
讀
者
に
わ
か
り
や
す
く
理
解
さ
せ
る
と
い
う
目
的
で
、
人
口
膾
炙
さ
れ
た
杜
甫
の
詩
を
利
用
し
た
も

の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。『
詩
緝
』
自
序
に
、「
こ
の
書
は
兒
童
の
學
習
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
（
此
書
便
童
習
耳
（」
と

言
い
、
嚴
粲
の
二
人
の
子
供
に
詩
經
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
著
し
た
も
の
が
、
彼
の
友
人
た
ち
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
子
弟
の
教
育
の
た
め

に
爭
っ
て
傳
寫
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、『
詩
緝
』
が
本
來
童
蒙
向
け
の
注
釋
書
と
い
う
性
格
を
持

っ
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
（
筆
者
は
、
嚴
粲
の
執
筆
の
意
圖
が
決
し
て
そ
れ
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
一
方
で
『
詩
緝
』
に
こ
の
よ
う
な
初
學
者
に
對
す
る
啓
蒙
の
書
と
し
て
の
き
め
細
か
な
配
慮
を
持
っ
て
書
か

れ
た
こ
と
を
示
す
特
徵
が
隨
處
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
ま
た
事
實
で
あ
る
（。
こ
の
限
り
に
お
い
て
は
、
あ
え
て
特
別
な
問
題
と
し
て

取
り
上
げ
る
に
は
及
ば
な
い
と
も
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
嚴
粲
が
詩
篇
解
釋
に
杜
甫
の
詩
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
啓
蒙
的
な
目
的
の
み
で
說
明
し
盡
く
せ
る
だ
ろ
う

か
。
か
り
に
、
啓
蒙
的
な
目
的
に
止
ま
ら
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
彼
は
杜
甫
の
詩
を
用
い
る
こ
と
で
い
っ
た
い
何
を
解
明
し
、

あ
る
い
は
論
證
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
彼
の
詩
經
解
釋
の
理
念
、
詩
經
に
對
す
る
認
識
の
特
徵
に
關
わ
る
要
因

は
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
は
、
た
だ
に
嚴
粲
詩
經
學
の
特
徵
を
解
明
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
廣
く
詩
經
解
釋
學
に
お
い
て
詩
經
よ
り
後
の
時
代
の
詩
歌

を
用
い
て
詩
篇
の
意
味
を
說
明
す
る
と
い
う
行
爲
の
意
味
を
考
え
る
上
で
も
、
恰
好
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

詩
經
解
釋
學
史
に
お
い
て
、
嚴
粲
以
前
と
以
後
と
で
研
究
態
度
や
研
究
の
視
野
に
變
化
が
生
じ
な
か
っ
た
か
と
い
う
問
題
を
考
え
る
上

で
も
、
重
要
な
觀
點
を
提
供
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

『
詩
緝
』
の
中
に
は
、
嚴
粲
以
前
に
同
樣
の
說
を
探
し
出
せ
な
い
、
彼
獨
自
の
解
釋
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
中
に
、
杜
甫
詩
が
引
用
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さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
④
小
雅
「
黃
鳥
」
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
右
に
述
べ
た
問
題
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
を
得
る
た
め

に
、
ま
ず
こ
の
詩
を
取
り
上
げ
、
嚴
粲
の
立
論
に
對
し
て
杜
甫
詩
の
引
用
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
を
考
察
す
る
。
そ

こ
で
得
ら
れ
た
假
說
に
基
づ
き
、
同
樣
の
性
格
を
有
す
る
杜
詩
引
用
の
他
の
事
例
と
し
て
①
鄘
風
「
定
之
方
中
」、
③
小
雅
「
白
駒
」、

⑧
周
頌
「
有
客
」
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
假
說
の
蓋
然
性
を
檢
證
し
た
い
。

な
お
右
に
擧
げ
た
諸
例
の
う
ち
、
⑪
小
雅
「
鹿
鳴
」、
⑫
大
雅
「
桑
柔
」
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
こ

の
二
詩
に
お
け
る
杜
詩
の
引
用
の
意
義
は
、
本
稿
と
は
異
な
る
視
點
に
よ
る
考
察
が
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

既
に
別
に
小
論
を
著
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
も
參
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る（

（1
（

。

（　

小
雅
「
黃
鳥
」

小
雅
「
黃
鳥
」
は
、
嚴
粲
以
前
の
注
釋
に
お
い
て
す
で
に
複
雜
な
解
釋
の
分
岐
が
見
ら
れ
、
嚴
粲
は
そ
の
よ
う
な
樣
々
な
說
を
部
分

的
に
取
り
入
れ
つ
つ
も
、
獨
自
性
の
高
い
解
釋
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
複
雜
な
歷
史
的
展
開
を
前
提
と
し
て
成
り
立
つ
嚴
粲
の

解
釋
の
意
義
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
捉
え
る
た
め
に
、
本
節
は
い
く
つ
か
の
小
節
に
分
け
て
論
じ
る
。

（
1
）
嚴
粲
以
前
の
解
釋

小
雅
「
黃
鳥
」
首
章
に
次
の
よ
う
に
言
う
。
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黃
鳥
黃
鳥　
　

黃
鳥　

黃
鳥

無
集
于
榖　
　

榖（
（（
（

に
集
ま
る
こ
と
無
か
れ

無
啄
我
粟　
　

我
が
粟
を
啄
む
こ
と
無
か
れ

此
邦
之
人　
　

此
の
邦
の
人

不
我
肯
穀　
　

我
に
肯
へ
て
穀よ

か
ら
ず

言
旋
言
歸　
　

言わ
れ

旋か
へ

り
言わ

れ

歸か
へ

ら
ん
（
言こ

こ

に
旋か

へ

り
言こ

こ

に
歸か

へ

ら
ん
（

復
我
邦
族　
　

我
が
邦
族
に
復か

へ

ら
ん

本
詩
を
廻
っ
て
は
歷
代
の
解
釋
で
大
き
な
違
い
が
あ
る
が
、
そ
の
焦
點
は
首
章
の
、

黃
鳥　

黃
鳥

榖
に
集
ま
る
こ
と
無
か
れ

我
が
粟
を
啄
む
こ
と
無
か
れ

の
句
を
い
か
に
捉
え
る
か
に
あ
る
。
嚴
粲
の
解
釋
を
分
析
す
る
に
先
立
ち
、
本
小
節
で
は
嚴
粲
以
前
の
代
表
的
な
說
を
槪
觀
し
た
い
。

ま
ず
漢
唐
詩
經
學
の
解
釋
を
見
よ
う
。
本
詩
の
小
序
、

「
黃
鳥
」
の
詩
は
、
周
の
宣
王
を
刺
っ
た
詩
で
あ
る
（
黃
鳥
、
刺
宣
王
也
（
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の
『
正
義
』
に
、

夫
婦
の
道
が
堅
固
で
あ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
世
の
夫
婦
が
互
い
を
棄
て
去
る
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
（
夫
婦
之
道
不
能

堅
固
、
令
使
夫
婦
相
棄
（

と
言
う
。
漢
唐
詩
經
學
は
、
本
詩
を
夫
に
棄
て
ら
れ
婚
家
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
婦
人
が
胸
の
内
を
語
っ
た
も
の
と
し
、
そ
れ
を
歌
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
狀
況
は
宣
王
の
不
德
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
刺
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

「
榖
に
集
ま
る
こ
と
無
か
れ
、
我
が
粟
を
啄
む
こ
と
無
か
れ
」
の
二
句
に
つ
い
て
毛
傳
は
、

興
で
あ
る
。
黃
鳥
は
木
に
集
ま
り
粟
を
啄
む
の
が
自
然
の
習
性
で
あ
る
（
興
也
。
黃
鳥
宜
集
木
啄
粟
者
（

と
言
い
、
黃
鳥
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
習
性
と
し
て
木
に
集
ま
っ
た
り
穀
物
を
啄
ん
だ
り
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
詩
で
は
黃
鳥
が
本
性

に
從
っ
て
行
動
す
る
の
を
「
～
無
か
れ
」
と
言
っ
て
禁
止
し
て
い
る
と
す
る
。
毛
傳
が
「
興
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
鄭
箋
は
、

天
下
の
夫
婦
が
正
し
い
道
を
守
ら
ず
離
別
し
て
し
ま
う
の
は
、
そ
の
本
性
を
失
う
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
比
喩
す
る
（
喩
天
下

室
家
不
以
其
道
而
相
去
、
是
失
其
性（

（1
（

（

と
說
明
す
る
。『
正
義
』
は
こ
れ
ら
の
傳
箋
の
說
に
基
づ
き
、
敷
衍
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
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次
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る

―
「
黃
鳥
よ
黃
鳥
よ
、
私
の
コ
ウ
ゾ
の
木
に
集
ま
っ
て
は
い
け
な
い
。
私
の
粟
を
啄
ん
で
は
い
け

な
い
」
と
禁
止
の
言
葉
を
投
げ
か
け
る
人
が
い
る
。
し
か
し
黃
鳥
と
い
う
も
の
は
木
に
集
ま
り
粟
を
啄
む
の
が
習
性
で
あ
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
今
そ
れ
を
禁
じ
よ
う
と
す
る
の
は
、
そ
の
生
ま
れ
持
っ
た
性
質
を
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
こ
と
で
以
下

の
こ
と
を
喩
え
て
い
る

―
妻
は
、
夫
が
自
分
に
「
妻
よ
妻
よ
、
私
の
部
屋
に
住
ん
で
は
い
け
な
い
、
私
の
食
べ
物
を
食
べ
て
は

い
け
な
い
」
と
禁
じ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
妻
と
い
う
も
の
は
夫
の
家
に
あ
っ
て
は
そ
の
部
屋
に
居
住
し
そ

の
食
べ
物
を
食
べ
る
の
が
本
來
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
今
夫
が
自
分
に
禁
ず
る
の
は
、
夫
婦
の
あ
る
べ
き
姿
を
失
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
言
人
有
禁
語
云
、
黃
鳥
黃
鳥
無
集
於
我
之
榖
木
、
無
啄
於
我
之
粟
。
然
黃
鳥
宜
集
木（

（1
（

啄
粟
。
今
而

禁
之
、
是
失
其
性
。
喩
婦
人
述
男
子
禁
己
云
、
婦
人
婦
人
無
居
我
之
室
、
無
得
噉
我
之
食
、
然
婦
人
之
在
夫
家
宜
居
室
噉
食
、
今

夫
禁
己
是
失
其
夫
婦
之
所
宜
也
（

『
正
義
』
は
、
人
閒
が
黃
鳥
を
追
い
拂
お
う
と
し
て
か
け
る
言
葉
に
、
夫
が
自
分
の
妻
を
追
い
出
そ
う
と
し
て
か
け
る
言
葉
を
喩
え

て
い
る
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
夫
か
ら
浴
び
せ
か
け
ら
れ
た
妻
は
、
夫
と
婚
家
の
人
々
に
失
望
し
、
實
家
に
歸
ろ
う
と
自
ら

に
言
い
聞
か
せ
る
の
が
、
第
四
句
以
下
の
「
こ
の
國
の
人
々
は
、
私
に
善
く
し
て
く
れ
よ
う
と
し
な
い
。
私（

（1
（

は
歸
ろ
う
私
は
歸
ろ
う
、

私
の
故
郷
の
國
の
一
族
の
も
と
へ
と
歸
ろ
う
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

漢
唐
詩
經
學
が
、
本
詩
を
夫
と
婚
家
の
人
々
か
ら
迫
害
さ
れ
る
嫁
の
思
い
を
歌
っ
た
も
の
と
す
る
こ
と
に
對
し
て
、
宋
代
に
な
る
と

多
く
の
異
論
が
出
た
。『
李
黃
解
』
の
李
樗
の
注
に
、

毛
傳
は
、
本
詩
を
夫
婦
が
離
別
す
る
こ
と
を
歌
っ
た
詩
と
す
る
。
王
安
石
氏
と
蘇
轍
氏
は
、
賢
者
が
志
を
得
ら
れ
ず
に
立
ち
去
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ろ
う
し
て
歌
っ
た
詩
と
す
る
。
本
詩
の
詩
句
か
ら
考
え
る
と
、
王
蘇
の
解
釋
が
優
れ
、
そ
の
解
釋
に
從
う
べ
き
で
あ
る
（
毛
氏
則

以
爲
室
家
相
去
之
詩
。
王
氏
蘇
氏
則
以
爲
賢
者
不
得
志
而
去
之
詩
。
今
考
其
文
、
王
蘇
之
說
爲
優
、
當
從
其
說
（

と
言
い
、
王
安
石
と
蘇
轍
の
、
本
詩
を
宣
王
か
ら
排
斥
さ
れ
た
賢
者
が
朝
廷
を
立
ち
去
ろ
う
と
し
て
詠
っ
た
詩
と
解
釋
す
る
說
を
紹
介

す
る
。
王
安
石
の
說
は
他
書
に
逸
文
は
殘
ら
ず
詳
細
は
不
明
で
あ
る（

（1
（

が
、
蘇
轍
の
說
に
つ
い
て
は
、『
蘇
傳
』
に
、

木
に
集
ま
り
粟
を
啄
む
の
は
鳥
の
本
性
で
あ
る
。
士
人
が
朝
廷
に
出
仕
し
て
俸
祿
を
食
む
こ
と
を
願
う
の
も
、
や
は
り
そ
れ
と

同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
今
や
排
斥
さ
れ
て
は
、
も
は
や
立
ち
去
る
道
し
か
殘
さ
れ
て
い
な
い
（
集
木
而
啄
粟
者
鳥
之
性
也
。
士

之
願
仕
於
朝
而
食
於
祿
、
亦
猶
是
矣
。
今
而
却
之
、
彼
亦
有
去
而
已
矣
（

と
見
え
、
李
樗
の
言
う
と
お
り
本
詩
を
民
衆
で
は
な
く
、
朝
廷
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
士
大
夫
の
思
い
を
詠
っ
た
も
の
と
解
釋
し
て
い

る
。
ま
た
、「
士
の
朝
に
仕
へ
て
祿
を
食
む
を
願
ふ
」
の
は
、
鳥
が
木
に
集
ま
り
粟
を
啄
む
の
と
同
じ
く
本
來
の
あ
り
か
た
で
あ
り
な

が
ら
、「
今
に
し
て
却
け
ら
」
れ
て
そ
れ
が
で
き
な
い
狀
態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
蘇
轍
は
、「
黃
鳥　

黃
鳥
、

榖
に
集
ま
る
こ
と
無
か
れ
、
我
が
粟
を
啄
む
こ
と
無
か
れ
」
を
朝
廷
の
人
々
が
主
人
公
を
排
斥
し
た
言
葉
の
比
喩
と
し
て
捉
え
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
李
樗
の
發
言
に
據
れ
ば
、
王
安
石
も
こ
れ
と
類
似
し
た
解
釋
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

朱
熹
は
、
漢
唐
詩
經
學
と
も
王
安
石
・
蘇
轍
と
も
異
な
る
解
釋
を
す
る
。
本
詩
首
章
『
集
傳
』
は
、「
比
也
」
と
言
う
。
こ
れ
は
毛

傳
が
本
詩
首
章
に
「
興
也
」
と
言
っ
て
い
る
の
と
異
な
る
。
そ
し
て
、「
榖
に
集
る
こ
と
無
か
れ
、
我
が
粟
を
啄
む
こ
と
無
か
れ
」
に

つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
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民
は
異
國
に
移
住
し
た
も
の
の
、
心
安
ら
か
に
暮
ら
せ
る
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
の
詩
を
作
っ

た
。
假
託
し
て
そ
の
黃
鳥
に
呼
び
掛
け
て
、「
お
前
は
私
の
コ
ウ
ゾ
の
木
に
集
ま
っ
た
り
私
の
粟
を
啄
ん
だ
り
し
て
は
い
け
な
い
。

も
し
こ
の
國
の
人
た
ち
が
善
き
道
に
よ
っ
て
私
を
迎
え
入
れ
て
く
れ
な
い
な
ら
ば
、
私
も
ま
た
久
し
か
ら
ず
し
て
故
國
に
歸
ろ
う

と
思
う
」
と
告
げ
る
（
民
適
異
國
、
不
得
其
所
、
故
作
此
詩
。
託
爲
呼
其
黃
鳥
而
告
之
曰
、
爾
無
集
于
榖
而
啄
我
之
粟
。
苟
此
邦

之
人
不
以
善
道
相
與
、
則
我
亦
不
久
於
此
而
將
歸
矣
（

朱
熹
は
本
詩
を
、
漢
唐
詩
經
學
の
よ
う
に
夫
に
棄
て
ら
れ
た
妻
の
言
葉
と
も
、
王
安
石
、
蘇
轍
お
よ
び
李
樗
の
よ
う
に
周
王
に
排
斥

さ
れ
て
朝
廷
を
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
士
人
の
言
葉
と
も
と
ら
ず
、
移
住
先
の
異
國
で
疏
外
さ
れ
た
民
が
發
し
た
言
葉
と
し
て
い
る
。
亂

れ
た
世
に
生
き
る
民
衆
が
安
住
の
地
を
求
め
て
故
郷
を
離
れ
他
國
に
移
り
住
ん
だ
も
の
の
、
そ
の
地
の
人
々
に
邪
慳
な
扱
い
を
受
け
た

た
め
に
故
鄕
に
戾
る
こ
と
を
決
意
し
、
自
分
た
ち
を
冷
た
く
あ
し
ら
っ
た
人
々
に
向
け
て
歌
っ
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
漢
唐
詩
經
學
・
王
安
石
・
蘇
轍
・
李
樗
と
朱
熹
の
說
は
、
詩
の
語
り
手
を
い
か
な
る
人
物
と
捉
え
る
か
と
い
う
點
が

ま
ず
異
な
る
が
、
違
い
は
そ
れ
に
止
ま
ら
な
い
。
各
句
を
誰
が
發
し
た
言
葉
と
捉
え
る
か
に
つ
い
て
認
識
の
差
異
が
見
ら
れ
る
。

漢
唐
詩
經
學
・
王
安
石
・
蘇
轍
・
李
樗
は
、
前
三
句
を
、
語
り
手
が
自
分
を
迫
害
す
る
者
か
ら
浴
び
せ
か
け
ら
れ
た
言
葉
を
、
人
間

が
鳥
に
向
け
て
放
つ
言
葉
と
い
う
比
喩
の
形
で
表
現
し
て
い
る
と
と
り
、
後
四
句
を
そ
の
よ
う
な
扱
い
を
受
け
た
語
り
手
が
、
故
鄕
を

懐
か
し
む
思
い
を
發
し
た
言
葉
と
と
る
。
前
三
句
と
後
四
句
で
言
葉
を
發
し
た
主
體
が
轉
換
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
對
し
朱
熹
は
、
黃
鳥
に
呼
び
か
け
た
言
葉
に
、
疏
外
さ
れ
た
民
の
移
住
先
の
人
々
に
對
す
る
恨
み
の
思
い
が
比
喩
の
形
で
込

め
ら
れ
て
い
る
と
捉
え
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
章
全
體
が
、
語
り
手
＝
移
住
し
て
き
た
民
と
い
う
同
一
の
表
現
主
體
の
發
し
た
言
葉
と
な

り
、
漢
唐
詩
經
學
他
の
解
釋
に
比
べ
て
一
貫
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
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た
だ
し
朱
熹
の
認
識
に
は
、
漢
唐
詩
經
學
を
は
じ
め
と
す
る
諸
家
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
右
に
引
用
し
た
『
集
傳
』
に
、

「
託
し
て
其
の
黃
鳥
を
呼
び
て
之
に
告
ぐ
る
と
爲
す
」
と
言
う
の
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
、
語
り
手
が
黃
鳥
に
呼
び
掛
け
て
言
っ
た

言
葉
に
は
何
か
が
「
託
」
さ
れ
て
い
る
と
、
朱
熹
が
捉
え
て
い
る
こ
と
を
表
す
。「
託
」「
託
言
」
は
、
詩
經
注
釋
に
し
ば
し
ば
用
い
ら

れ
、「
假
託
す
る
」「
託か

こ
つけ

る
」
と
譯
し
得
る
語
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
内
實
は
一
義
的
で
は
な
く
、
單
純
な
比
喩
と
捉
え
ら
れ
る
も
の

か
ら
、
あ
る
事
柄
を
詠
う
裏
に
別
箇
の
眞
意
を
故
意
に
隱
し
て
表
現
し
た
と
捉
え
ら
れ
る
も
の
ま
で
あ
る
。
ま
た
な
ぜ
「
託
」
と
い
う

手
法
が
採
ら
れ
た
の
か
、
そ
こ
に
作
者
あ
る
い
は
語
り
手
の
ど
の
よ
う
な
意
圖
や
感
情
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
す
る
の
か
に
つ
い

て
も
、
一
般
化
し
て
論
じ
る
こ
と
は
難
し
い
。
故
に
、
右
に
引
い
た
「
託
し
て
其
の
黃
鳥
を
呼
び
て
之
に
告
ぐ
る
と
爲
す
」
と
い
う
說

明
か
ら
だ
け
で
は
、
朱
熹
が
こ
の
二
句
か
ら
ど
の
よ
う
な
語
り
手
の
思
い
を
讀
み
取
っ
た
か
は
わ
か
り
に
く
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
關
し
て
『
呂
氏
家
塾
讀
詩
記
（
以
下
、『
呂
記
』
と
略
稱
（』
に
興
味
深
い
資
料
が
あ
る
。
本
詩
本
章
の

『
呂
記
』
に
次
の
よ
う
な
朱
熹
の
說
が
引
用
さ
れ
る
。

朱
熹
氏
は
次
の
よ
う
に
言
う

―
民
は
異
國
に
移
住
し
た
も
の
の
、
心
安
ら
か
に
暮
ら
せ
る
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
故
に
黃
鳥
に
呼
び
掛
け
て
告
げ
て
言
っ
た
、「
お
前
は
私
の
コ
ウ
ゾ
の
木
に
集
ま
っ
た
り
私
の
粟
を
啄
ん
だ
り
し
て
は

い
け
な
い
。
こ
の
國
の
人
た
ち
は
善
き
道
に
よ
っ
て
私
を
迎
え
入
れ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
私
も
ま
た
久
し
か
ら
ず
し
て
故
國
に
歸

ろ
う
と
思
う
。
私
の
も
の
を
侵
し
た
り
私
を
迫
害
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
く
れ
る
な
」
と
（
朱
氏
曰
、
民
適
異
國
、
不
得
其
所
、

故
呼
黃
鳥
而
告
之
曰
、
爾
無
集
于
榖
而
啄
我
之
粟
。
此
邦
之
人
不
以
善
道
相
與
、
我
亦
不
久
於
此
而
將
歸
矣
。
無
以
侵
迫
爲
也
（

こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
說
は
、
基
本
的
に
『
集
傳
』
と
同
内
容
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
末
尾
に
「
侵
迫
を
以
て
爲
す
無
か
れ
」
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と
い
う
、『
集
傳
』
に
は
見
ら
れ
な
い
句
が
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
基
づ
け
ば
、
朱
熹
は
こ
の
二
句
を
、
語
り
手
が
黃
鳥
に

向
か
っ
て
、
自
分
た
ち
に
害
を
與
え
る
よ
う
な
行
爲
を
止
め
る
よ
う
呼
び
掛
け
た
言
葉
と
捉
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
考
え

れ
ば
、
朱
熹
が
言
う
「
託
」
と
は
、
表
現
と
し
て
は
黃
鳥
に
呼
び
掛
け
る
形
を
取
っ
て
い
る
が
、
實
際
に
は
、
詩
人
は
冷
た
い
異
國
の

人
々
に
、
自
分
た
ち
を
意
地
惡
く
扱
わ
な
い
で
く
れ
と
訴
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
朱
熹
の
注
釋
中
の
「
託
」
と
い

う
語
は
、
こ
の
二
句
を
比
喩
的
表
現
と
し
て
說
明
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
黃
鳥
」
は
單
純
に
異
國
の
民
を
比
喩
し
た
も
の

と
い
う
性
格
が
強
く
、
そ
こ
で
は
鳥
の
實
在
性
・
具
體
性
は
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。『
正
義
』
他
と
同
樣
、
黃
鳥
を
單
純
な
比
喩
と

し
、
人
か
ら
人
へ
の
呼
び
か
け
を
人
か
ら
鳥
へ
の
呼
び
か
け
に
喩
え
て
表
現
し
た
と
捉
え
る
點
か
ら
言
え
ば
、
朱
熹
の
解
釋
は
『
正

義
』
他
の
解
釋
と
同
じ
性
質
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
2
）
嚴
粲
の
解
釋

「
黃
鳥
」
を
巡
っ
て
は
、
漢
唐
詩
經
學
等
と
朱
熹
と
で
大
き
な
解
釋
の
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
嚴
粲
は
基
本
的
に
は
朱
熹
の
解
釋
が

優
れ
る
と
評
價
し
て
い
る
。
本
詩
序
の
『
詩
緝
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

毛
鄭
は
夫
婦
が
相
手
を
棄
て
る
こ
と
を
詠
う
詩
と
と
り
、
王
安
石
と
蘇
轍
は
賢
者
が
志
を
得
ら
れ
ず
立
ち
去
る
こ
と
を
歌
っ
た

詩
と
と
る
が
、
こ
れ
ら
は
民
が
自
分
の
居
場
所
に
安
住
す
る
こ
と
が
で
き
ず
異
國
に
移
住
し
た
も
の
の
、
そ
の
土
地
の
住
人
に
受

け
入
れ
て
面
倒
を
見
て
も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
を
歌
っ
た
詩
と
、
朱
熹
が
と
る
の
に
及
ば
な
い
。
諸
家
は
「
我
が
粟
を
啄
む
こ
と

無
か
れ
」
を
主
人
公
が
移
り
住
ん
だ
國
の
民
が
彼
に
言
っ
た
言
葉
と
し
、「
我
に
肯
へ
て
穀
か
ら
ず
、
我
が
邦
族
に
復
ら
ん
」
を
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こ
の
國
か
ら
立
ち
去
ろ
う
と
し
て
い
る
語
り
手
の
言
葉
と
と
る
。
こ
の
解
釋
で
は
詩
句
の
意
味
が
ば
ら
ば
ら
で
途
切
れ
途
切
れ
の

も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
朱
熹
は
詩
句
す
べ
て
を
こ
の
國
か
ら
立
ち
去
ろ
う
と
し
て
い
る
主
人
公
の
言
葉
と
す
る
。
朱
熹
の
解
釋

が
優
れ
る
（
毛
鄭
以
爲
室
家
相
棄
。
王
氏
蘇
氏
以
爲
賢
者
不
得
志
而
去
。
不
若
朱
氏
以
爲
民
不
安
其
居
、
適
異
國
而
不
見
收
恤
。

諸
家
以
無
啄
我
粟
爲
此
邦
之
言
。
不
我
肯
穀
、
復
我
邦
族
爲
去
者
之
言
。
文
義
斷
續
。
朱
氏
以
爲
皆
去
者
之
言
。
朱
義
爲
長
（

嚴
粲
は
、
漢
唐
詩
經
學
（
お
よ
び
王
安
石
・
蘇
轍
（
の
解
釋
に
據
れ
ば
章
の
前
半
が
、
移
住
し
て
き
た
人
を
排
斥
す
る
異
鄕
の
人
々

の
言
葉
を
比
喩
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
、
後
半
が
移
住
し
て
き
た
人
々
た
ち
の
言
葉
と
な
り
、
文
脈
的
に
斷
絶
が
生
じ
て
し

ま
う
の
に
對
し
て
、
朱
熹
の
解
釋
で
は
章
全
體
が
同
一
人
物
の
言
葉
と
な
り
、
一
貫
性
が
保
持
さ
れ
る
と
し
て
贊
成
し
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
本
詩
首
章
を
次
の
よ
う
に
解
釋
す
る
。

興
で
あ
る
。
民
は
異
國
に
移
り
住
ん
だ
も
の
の
、
心
安
ら
か
に
暮
ら
せ
る
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。（
自
分

の
思
い
を
（
告
げ
る
べ
き
者
と
て
な
く
、
た
だ
黃
鳥
だ
け
が
可
愛
ら
し
く
、
ふ
だ
ん
か
ら
飛
び
囀
り
鳴
い
て
自
分
の
所
に
や
っ
て

き
て
く
れ
た
。
だ
か
ら
こ
の
國
を
去
ろ
う
と
す
る
ま
さ
に
そ
の
時
黃
鳥
に
呼
び
掛
け
て
次
の
よ
う
に
告
げ
る

―
お
前
は
も
う
私

の
所
の
木
に
集
ま
っ
て
は
い
け
な
い
、
私
の
粟
を
啄
も
う
と
し
て
は
い
け
な
い
。
思
う
に
、
こ
の
國
の
人
は
善
き
道
に
よ
っ
て
私

を
迎
え
て
は
く
れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
私
も
ま
た
こ
こ
に
久
し
く
止
ま
る
こ
と
な
く
、
踵
を
巡
ら
し
て
私
の
故
國
の
宗
族
の
元
に

歸
ろ
う
と
思
う

―
と
。
こ
れ
は
黃
鳥
に
別
れ
を
告
げ
る
言
葉
で
あ
る
。
杜
甫
の
詩
に
、「
岸
花　

飛
び
て
客
を
送
り
、
檣
燕　

語
り
て
人
を
留
む
」
と
言
う
の
は
、
自
分
を
見
送
っ
た
り
引
き
留
め
よ
う
と
し
て
く
れ
る
の
は
花
と
燕
だ
け
し
か
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
ま
た
こ
の
「
黃
鳥
」
が
別
れ
を
告
げ
る
相
手
は
黃
鳥
し
か
い
な
い
と
言
う
の
と
同
じ
意
味
で
あ
る
（
興
也
。
民
適
異
國
、
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不
得
其
所
、
無
可
告
語
者
、
唯
黃
鳥
可
愛
、
平
時
飛
鳴
往
來
於
此
、
故
於
其
將
去
呼
黃
鳥
而
告
之
曰
、
爾
無
集
于
我
之
榖
木
、
無

啄
我
之
粟
矣
。
蓋
此
邦
之
人
不
肯
以
善
道
待
我
、
我
亦
不
久
於
此
、
將
旋
歸
復
反
我
邦
之
宗
族
矣
。
與
黃
鳥
告
別
之
辭
也
。
杜
詩

岸
花
飛
送
客
、
檣
燕
語
留
人
、
謂
送
留
惟
花
燕
、
亦
此
詩
告
別
惟
黃
鳥
之
意
（

一
章
全
體
を
、
他
國
に
移
住
し
た
も
の
の
受
け
入
れ
ら
れ
ず
歸
鄕
を
決
意
し
た
民
の
言
葉
と
と
っ
て
い
て
、
嚴
粲
が
朱
熹
の
解
釋
に

學
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
詩
の
構
成
と
い
う
見
地
か
ら
の
論
理
性
、
合
理
性
を
重
視
し
た
朱
熹
の
解
釋
態
度
を
繼
承
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
朱
熹
と
嚴
粲
の
解
釋
を
比
較
す
る
と
、
そ
こ
に
は
異
質
の
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
兩
者
の
相
異
な
る
解

釋
姿
勢
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、「
黃
鳥
黃
鳥
、
榖
に
集
ま
る
こ
と
無
か
れ
、
我
が
粟
を
啄
む
こ
と
無
か

れ
」
の
三
句
に
込
め
ら
れ
た
語
り
手
の
意
圖
あ
る
い
は
感
情
に
つ
い
て
の
、
朱
熹
と
嚴
粲
の
兩
者
の
理
解
の
し
か
た
に
あ
る
。

『
詩
緝
』
で
は
「
唯
だ
黃
鳥
の
み
愛
す
べ
く
、
平
時
飛
び
鳴
き
て
此
に
往
來
す
」
と
言
う
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
嚴
粲
は
黃
鳥
を

單
に
比
喩
の
た
め
に
選
ば
れ
た
修
辭
的
な
存
在
と
は
捉
え
て
い
な
い
。
語
り
手
に
と
っ
て
黃
鳥
は
日
頃
彼
の
も
と
へ
や
っ
て
き
て
、
そ

の
愛
く
る
し
さ
で
暮
ら
し
に
し
ば
し
潤
い
を
與
え
續
け
て
く
れ
た
掛
け
替
え
の
な
い
存
在
で
あ
り
、
歸
鄕
を
決
意
し
た
語
り
手
は
、
異

鄕
で
味
わ
っ
て
き
た
寂
し
さ
侘
し
さ
を
慰
め
て
く
れ
た
小
鳥
と
の
別
れ
を
名
殘
惜
し
ん
で
い
る
、
と
嚴
粲
は
理
解
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、「
榖
に
集
ま
る
こ
と
無
か
れ
、
我
が
粟
を
啄
む
こ
と
無
か
れ
」
と
い
う
の
も
、
漢
唐
詩
經
學
や
朱
熹
の
解
釋
の
ご
と

く
頭
ご
な
し
の
禁
止
の
言
葉
を
發
し
た
も
の
と
は
、
嚴
粲
は
考
え
て
い
な
い
。
別
れ
に
際
し
て
馴
れ
親
し
ん
だ
黃
鳥
に
、「
私
は
い
な

く
な
っ
て
し
ま
う
、
こ
れ
か
ら
は
お
前
は
今
ま
で
の
よ
う
に
住
處
や
餌
を
求
め
て
私
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
て
も
無
駄
だ
か
ら
止
め
る

が
い
い
」
と
教
え
諭
す
、
惜
別
の
情
を
込
め
て
發
せ
ら
れ
た
言
葉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
言
葉
の
背
後
に
は
、
別
れ
を
告
げ
る
べ
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き
相
手
は
黃
鳥
し
か
い
な
い
と
い
う
、
語
り
手
の
孤
獨
が
暗
示
さ
れ
、
表
現
の
背
後
か
ら
（
す
な
わ
ち
「
言
外
の
意
」
と
し
て
（、
詩

の
語
り
手
が
異
鄕
の
地
で
心
許
せ
る
人
々
に
出
會
う
こ
と
が
で
き
ず
、
心
細
い
思
い
で
過
ご
し
て
き
た
日
々
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

そ
の
こ
と
で
、
こ
の
地
を
立
ち
去
る
こ
と
を
決
め
た
語
り
手
の
心
境
が
い
っ
そ
う
陰
影
深
く
傳
わ
っ
て
く
る
。
か
り
に
詩
中
の
語
り
手

を
作
者
に
よ
る
虛
構
の
存
在
と
考
え
た
場
合
で
も
、
や
は
り
そ
れ
は
作
者
が
自
身
の
實
體
驗
に
裏
付
け
ら
れ
た
深
い
思
い
を
溢
れ
出
さ

せ
る
た
め
に
作
り
上
げ
た
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
嚴
粲
の
解
釋
に
は
、
詩
句
を
味
讀
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
詩
人

の
置
か
れ
た
心
理
的
狀
況
と
そ
の
人
閒
性
を
深
く
把
握
し
よ
う
と
い
う
意
欲
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釋
姿
勢
は
、
漢
唐
詩
經
學

等
に
も
朱
熹
に
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
反
論
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い

―
前
小
節
で
筆
者
は
、『
呂
記
』
に
引
用
さ
れ
た
朱
熹
の
舊
說
に
「
侵
迫

を
以
て
爲
す
無
か
れ
」
と
あ
る
の
を
援
用
し
て
、「
榖
に
集
ま
る
こ
と
無
か
れ
、
我
が
粟
を
啄
む
こ
と
無
か
れ
」
と
い
う
黃
鳥
へ
の
呼

び
掛
け
を
、
異
鄕
の
人
々
を
刺
る
た
め
の
比
喩
と
し
て
朱
熹
が
捉
え
て
い
た
と
說
明
し
た
。
し
か
し
、
朱
熹
の
舊
說
と
新
說
と
は
異
な

る
時
期
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
同
じ
人
閒
の
說
で
あ
る
と
は
言
え
、
ま
た
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
と
は
言
え
、
舊
說
に
の
み
見
ら

れ
る
句
を
新
說
の
意
味
を
考
え
る
た
め
に
援
用
す
る
の
は
妥
當
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
、
周
知
の
よ
う
に
『
呂
記
』
の
序
に
朱
熹
自
身

が
「
此
の
書
の
所
謂
る
『
朱
氏
』
な
る
者
は
實
は
熹
の
少わ

か

き
時
の
淺
陋
の
說
な
り
」
と
斷
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
な
お
さ
ら
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
狀
況
を
重
視
す
れ
ば
、「
侵
迫
を
以
て
爲
す
無
か
れ
」
の
句
が
『
集
傳
』
の
注
釋
に
な
い
こ
と
自
體
が
、
そ
の
前
の
文
で

言
っ
て
い
る
意
味
が
『
呂
記
』
所
引
の
文
意
か
ら
變
化
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
證
據
で
あ
る
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、

前
三
句
を
語
り
手
か
ら
黄
鳥
へ
の
呼
び
掛
け
と
と
る
朱
熹
は
、
す
で
に
嚴
粲
の
ご
と
く
語
り
手
の
黃
鳥
へ
の
惜
別
の
思
い
を
讀
み
取
っ

て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

―
。

こ
れ
は
正
當
な
批
判
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
詩
本
章
の
『
集
傳
』
が
「
比
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
。
周
南
「
螽
斯
」『
集
傳
』
に
、「
比
と
は
Ａ
に
よ
っ
て
Ｂ
を
比
喩
す
る
も
の
で
あ
る
（
比
者
以
彼
者
比
此
者
也
（」
と
定

義
し
て
捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
黃
鳥
へ
の
呼
び
掛
け
を
別
の
何
か
を
比
喩
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
、
單
純
な
修
辭
的
性
格
の
強

い
も
の
と
、
朱
熹
が
考
え
て
い
る
こ
と
は
動
か
せ
な
い
。
そ
し
て
、
嚴
粲
が
言
う
よ
う
に
、『
正
義
』
お
よ
び
王
安
石
、
蘇
轍
が
こ
れ

を
異
鄕
の
人
が
語
り
手
（
主
人
公
（
に
向
け
て
禁
止
し
た
言
葉
の
比
喩
と
す
る
の
と
異
な
り
、
こ
れ
を
詩
の
語
り
手
自
身
の
言
葉
と
朱

熹
が
解
釋
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
殘
さ
れ
た
可
能
性
は
、
黃
鳥
が
異
鄕
の
人
々
を
比
喩
し
て
い
る
、
詩
人
あ
る
い
は
詩
の
語
り
手
の
木

や
穀
物
を
荒
ら
す
黃
鳥
に
よ
っ
て
彼
に
善
き
扱
い
を
し
な
か
っ
た
民
を
喩
え
る
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
か
つ
ま
た
、『
集
傳
』
に
は
、

朱
熹
が
黃
鳥
に
對
す
る
親
近
感
や
愛
情
を
讀
み
取
っ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
說
明
は
な
い
以
上
、
こ
の
句
を
單
純
な
禁
止
の
言
葉
と

と
っ
て
い
る
と
す
る
の
が
や
は
り
妥
當
で
あ
ろ
う
。
詩
人
と
黃
鳥
と
の
閒
に
現
實
的
な
觸
れ
合
い
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
朱
熹
は
問

題
に
し
て
い
な
い
。
こ
の
點
で
、
や
は
り
朱
熹
と
嚴
粲
と
は
捉
え
方
が
本
質
的
に
異
な
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

朱
熹
が
「
黃
鳥
」
首
章
を
「
比
」
と
捉
え
た
の
に
對
し
て
、
嚴
粲
は
毛
傳
に
從
っ
て
「
興
」
と
捉
え
た
。
そ
れ
で
は
、
彼
は
「
興
」

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

嚴
粲
は
、「
毛
詩
大
序
」
を
分
節
し
標
題
を
附
け
て
注
釋
し
て
い
る
。
そ
れ
に
從
え
ば
第
七
節
「
論
六
義
」
の
「
故
に
詩
に
六
義
有

り
。
一
に
曰
く
風
、
二
に
曰
く
賦
、
三
に
曰
く
比
、
四
に
曰
く
興
、
五
に
曰
く
雅
、
六
に
曰
く
頌
（
故
詩
有
六
義
焉
。
一
曰
風
、
二
曰

賦
、
三
曰
比
、
四
曰
興
、
五
曰
雅
、
六
曰
頌
（」
に
對
す
る
注
の
中
で
、
彼
は
「
物
に
感
ず
る
の
興
（
感
物
之
興
（」
と
言
い
、
何
か
に

心
感
じ
て
詠
う
こ
と
が
興
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
け
ば
、
彼
は
「
黃
鳥
」
の
作
者
が
黃
鳥
に
よ
っ
て
心
を
動
か
さ
れ

た
こ
と
を
重
視
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
黃
鳥
を
單
純
な
比
喩
と
し
て
解
釋
す
る
朱
熹
と
は
、
讀
解
の
力
點
の
置
き
所
が
異
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
本
詩
が
詩
人
の
實
際
の
體
驗
に
基
づ
い
て
歌
わ
れ
た
も
の
と
嚴
粲
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

黃
鳥
を
實
際
に
目
に
し
た
詩
人
が
そ
れ
に
觸
發
さ
れ
て
感
慨
を
催
し
、
本
詩
を
作
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
嚴
粲
は
、
周
南
「
關
雎
」
首
章
『
詩
緝
』
に
「
興
で
あ
る
（
興
也
（」
と
述
べ
た
後
に
續
け
て
、

凡
そ
「
興
な
り
」
と
注
し
た
も
の
は
み
な
「
比
」
を
兼
ね
て
い
る
（
凡
言
興
也
者
皆
兼
比
（

と
言
い
、
そ
の
雙
行
注
に
、

「
興
」
の
中
で
「
比
」
を
兼
ね
な
い
場
合
に
は
、
特
に
そ
れ
を
說
明
す
る（

（1
（

（
興
之
不
兼
比
者
特
表
之
（

と
斷
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
據
れ
ば
、
嚴
粲
が
「
比
を
兼
ね
な
い
」
と
斷
わ
ら
ず
に
「
興
也
」
と
注
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
詩
の
作
者
は

何
か
の
事
物
や
出
來
事
に
感
興
を
引
き
起
こ
さ
れ
て
詩
に
詠
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
事
物
や
出
來
事
は
作
者
の
心
を
占
め
る
別
の
何
か
と

の
閒
に
類
比
關
係
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
作
者
の
感
興
を
起
こ
し
得
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
は
作
者
が
實
際
に
遭
遇
し
た
事
物

や
出
來
事
を
敍
述
・
描
寫
し
て
い
る
と
い
う
性
格
と
、
別
の
何
か
を
比
喩
し
て
い
る
性
格
と
が
共
存
し
て
い
る
の
で
あ
り
、「
黃
鳥
」

に
は
そ
の
よ
う
な
修
辭
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
彼
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
嚴
粲
の
理
解
で
は
黃
鳥
は
何
を
喩
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
嚴
粲
の
考
え
は
本
詩
『
詩
緝
』
中
に

は
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
我
々
は
推
測
す
る
し
か
な
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
嚴
粲
は
『
正
義
』
他
の
解
釋
に
贊
同
し
な
い
。
ま
た
、

彼
は
次
の
よ
う
に
も
言
う
。

舊
說
は
、
黃
鳥
が
コ
ウ
ゾ
の
木
に
集
ま
り
粟
を
啄
む
の
を
、
侵
迫
す
る
こ
と
に
喩
え
る
と
言
う
。
黃
鳥
は
チ
ョ
ウ
セ
ン
ウ
グ
イ
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ス
で
あ
る
。
人
々
が
愛
玩
す
る
も
の
で
あ
る
。
木
に
集
ま
り
粟
を
食
べ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
人
に
損
害
を
與
え
る
と
い
う

ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
（
舊
說
以
黃
鳥
集
榖
啄
粟
喩
侵
迫
。
黃
鳥
、
鶯
也
。
人
所
愛
玩
。
集
木
啄
粟
、
未
爲
侵
害
於
人
（

「
侵
迫
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
こ
に
言
う
「
舊
說
」
と
は
『
呂
記
』
に
引
か
れ
た
朱
熹
の
說
を
指
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
、
彼
は
朱
熹
の
比
喩
の
取
り
方
に
も
贊
成
し
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
故
に
、
我
々
は
以
上
の
兩
說
以
外
の
と
こ

ろ
に
比
喩
の
意
味
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
黃
鳥
を
愛
情
を
持
っ
た
眼
差
し
で
見
つ
め
、
自
分
が
立
ち
去
っ
た
後
の
黃
鳥
の
寄

る
邊
な
い
身
の
上
を
氣
付
か
う
作
者
に
と
っ
て
、
そ
れ
と
の
類
比
關
係
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
れ
は
作
者
自

身
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
分
が
立
ち
去
っ
た
後
、
住
處
や
餌
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
者
を
失
っ
て
あ
て
ど
も

な
く
飛
び
回
る
こ
と
に
な
る
黃
鳥
と
、
異
國
で
不
如
意
な
生
活
を
餘
儀
な
く
さ
れ
、
今
そ
こ
を
去
っ
て
歸
鄕
し
よ
う
と
す
る
が
、
は
た

し
て
故
鄕
で
安
ら
か
な
日
々
が
送
れ
る
か
否
か
も
わ
か
ら
な
い
、
そ
の
よ
う
な
心
細
い
自
分
自
身
の
境
遇
と
は
、
作
者
に
と
っ
て
鏡
に

映
し
出
し
た
か
の
よ
う
に
相
似
た
も
の
と
見
え
た

―
こ
の
よ
う
に
嚴
粲
は
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

嚴
粲
の
こ
の
よ
う
な
解
釋
の
し
か
た
が
高
い
獨
自
性
を
有
す
る
こ
と
は
、
范
處
義
『
詩
補
傳
』
の
解
釋
を
見
る
と
さ
ら
に
よ
く
わ
か

る
。
范
處
義
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
黃
鳥
」
は
チ
ョ
ウ
セ
ン
ウ
グ
イ
ス
で
あ
る
。
高
い
木
を
移
り
飛
ぶ
の
を
本
來
の
習
性
と
し
、
地
面
に
下
り
て
落
ち
た
穀
物
を

啄
む
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
今
は
コ
ウ
ゾ
や
ク
ワ
ノ
キ
や
ク
ヌ
ギ
の
木
に
集
ま
っ
て
い
る
。
み
な
高
い
木
か
ら
下
り
て
人
の

粟
や
粱
や
黍
を
啄
ん
で
い
る
の
は
、
本
來
の
居
場
所
を
失
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
異
國
に
移
住
し
た
民
を
喩
え
、

や
っ
て
き
た
國
の
住
人
が
彼
ら
を
邪
魔
者
扱
い
し
た
の
で
、
故
に
「
私
に
暖
か
く
接
し
て
く
れ
な
い
」
と
歌
っ
て
い
る
…
…
本
詩
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三
章
は
み
な
比
で
あ
り
賦
で
あ
る
（
黃
鳥
、
倉
庚
也
。
以
遷
于
喬
木
爲
得
其
性
、
未
嘗
下
拾
遺
粒
。
今
乃
集
于
榖
于
桑
于
栩
。
皆

下
于
喬
木
而
啄
人
之
粟
之
粱
之
黍
、
可
謂
失
所
矣
。
譬
之
適
異
國
之
民
而
所
至
之
邦
人
不
能
與
之
相
善
、
故
曰
不
我
肯
穀
…
…
是

詩
三
章
皆
比
而
賦
之
也
（

范
處
義
は
本
詩
に
つ
い
て
「
比
に
し
て
賦
」
と
言
い
、
黃
鳥
へ
の
呼
び
掛
け
の
言
葉
は
比
喩
で
あ
る
と
と
も
に
、
出
來
事
を
あ
り
の

ま
ま
述
べ
た
直
敍
で
も
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
嚴
粲
の
興
認
識
に
近
い
。
作
者
が
實
際
に
黃
鳥
を
目
に
し
て
本
詩

を
作
っ
た
と
考
え
る
點
も
嚴
粲
と
共
通
す
る
。
ま
た
、
黃
鳥
を
本
來
の
居
場
所
を
失
っ
た
作
者
た
ち
移
民
を
喩
え
る
と
考
え
る
點
で
も

嚴
粲
と
相
近
い
。
嚴
粲
が
、
范
處
義
の
說
を
參
考
に
し
た
可
能
性
は
高
い
。

し
か
し
な
が
ら
「
賦
」
と
は
言
う
も
の
の
范
處
義
は
、
黃
鳥
が
本
性
と
し
て
す
る
は
ず
が
な
い
行
動
（
高
い
木
に
止
ま
る
は
ず
な
の

に
低
木
に
止
ま
っ
て
い
る
、
落
ち
た
穀
物
を
啄
む
こ
と
は
な
い
の
に
そ
れ
を
啄
ん
で
い
る
（
を
し
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て
、
故
鄕

を
捨
て
た
民
が
移
り
住
ん
だ
土
地
が
彼
ら
に
相
應
し
い
所
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
比
喩
と
し
て
用
い
た
と
言
う
。
そ
れ
は
作
者
が
現
實

に
見
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
非
日
常
的
で
む
し
ろ
理
窟
に
よ
っ
て
想
定
し
た
光
景
と
い
う
趣
が
強
い
。
ま
た
、
な
に
よ
り
も
范
處
義

の
解
釋
に
は
、
嚴
粲
に
見
ら
れ
た
作
者
と
黃
鳥
と
の
日
常
的
な
觸
れ
合
い
か
ら
生
ま
れ
た
親
愛
の
情
を
讀
み
取
ろ
う
と
い
う
姿
勢
は
な

い
。
范
處
義
の
解
釋
は
、「
黃
鳥
」
が
詩
人
の
實
體
驗
を
も
と
に
し
て
い
る
と
認
識
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
修
辭
的
機
能
の
解
讀

に
傾
き
、
心
理
的
な
洞
察
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
、
漢
唐
詩
經
學
や
朱
熹
と
同
じ
く
單
純
な
比
喩
以
上
の
意
味
を
見
出
し

て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
嚴
粲
の
說
が
傳
統
的
解
釋
と
比
べ
て
の
み
な
ら
ず
、
南
宋
の
時
代
に
お
い
て
も
異
質

で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
る
。
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（
3
）
嚴
粲
の
杜
甫
詩
引
用
の
意
義

嚴
粲
の
こ
の
よ
う
な
獨
特
の
解
釋
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
擧
げ
ら
れ
る
の
は
、
嚴
粲
が
詩
經
の
詩
篇
に
お
け
る
「
黃
鳥
」
の
用
例
を
見
渡
し
、
こ
の
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
を
把
握
し
た
上
で
、

そ
れ
に
沿
っ
た
解
釋
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
詩
經
に
お
い
て
「
黃
鳥
」
の
語
は
、
周
南
「
葛
覃
」、
邶
風
「
凱
風
」、
秦
風

「
黃
鳥
」、
小
雅
「
緜
蠻
」
に
現
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
周
南
「
葛
覃
」
首
章
、

黃
鳥
于
飛　
　

黃
鳥　

于ゆ

き
飛
び
て

集
于
灌
木　
　

灌
木
に
集
ま
る

其
鳴
喈
喈　
　

其
の
鳴
く
こ
と
喈
喈
た
り

と
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
『
詩
緝
』
は
、

こ
の
時
に
當
た
っ
て
、
飛
ん
で
き
て
灌
木
の
中
に
集
ま
る
黃
鳥
が
い
て
、
そ
の
鳴
き
声
を
聞
く
と
喈
喈
然
と
し
て
和
や
か
で
あ

る
（
當
是
之
時
、
有
黃
鳥
飛
、
集
於
叢
生
之
木
、
聞
其
鳴
聲
之
和
喈
喈
然
（

と
言
い
、
邶
風
「
凱
風
」
卒
章
の
、
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睍
睆
黃
鳥　
　

睍
睆
た
る
黃
鳥
あ
り

載
好
其
音　
　

載す
な
はち

其
の
音
を
好
く
す

と
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
『
詩
緝
』
は
、

睍
睆
然
と
し
て
鮮
や
か
な
姿
の
鳥
は
黃
鳥
で
あ
る
。
こ
の
小
鳥
で
さ
え
美
し
い
鳴
き
聲
で
人
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
睍

睆
然
鮮
明
者
黃
鳥
也
。
猶
能
好
其
音
以
說
人
（

と
言
い
、
秦
風
「
黃
鳥
」
首
章
に
、

交
交
黃
鳥　
　

交
交
た
る
黃
鳥

止
于
棘　
　
　

棘
に
止い

る

と
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
『
詩
緝
』
は
、
宋
・
曹
粹
中
『
放
齋
詩
說
』
の
、

黃
鳥
は
鳴
き
聲
と
姿
が
美
し
く
、
人
が
愛
ら
し
く
思
い
喜
ぶ
鳥
で
あ
る
（
黃
鳥
聲
音
顔
色
之
美
、
人
所
愛
悦
（

と
い
う
語
釋
を
引
い
た
上
で
、
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（
秦
の
穆
公
に
殉
死
し
た
奄
息
、
仲
行
、
鍼
虎
の
（
三
人
の
善
良
な
家
臣
は
秦
國
の
民
に
愛
さ
れ
た
こ
と
、
ち
ょ
う
ど
黃
鳥
の
よ

う
で
あ
っ
た
（
三
良
爲
國
人
所
愛
猶
黃
鳥
然
（

と
言
う
。
い
ず
れ
も
黃
鳥
を
姿
も
愛
ら
し
く
鳴
き
聲
も
美
し
い
小
鳥
と
し
て
詠
わ
れ
て
い
る
と
嚴
粲
が
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（

（1
（

。

小
雅
「
黃
鳥
」
に
お
け
る
從
來
の
解
釋
で
は
こ
の
よ
う
な
形
象
と
齟
齬
し
て
し
ま
う
こ
と
に
嚴
粲
は
問
題
を
感
じ
、
他
の
用
例
と
一
貫

性
の
あ
る
解
釋
を
志
向
し
た
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
で
き
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
嚴
粲
が
小
雅
「
黃
鳥
」
に
お
い
て
、
孤
獨
な
詩
人
が
黃
鳥
に
愛
惜
の
念
を
抱
き
つ
つ
別
れ
を
告
げ
て
い
る

と
讀
み
取
っ
た
こ
と
を
十
全
に
說
明
で
き
な
い
。
彼
の
讀
解
を
形
作
っ
た
も
の
は
他
に
も
求
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
鍵
に
な
る
の

が
、
嚴
粲
の
解
釋
の
中
に
言
及
さ
れ
た
杜
甫
の
詩
で
あ
る
。
彼
が
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、「
潭
州
を
發
す
（
發
潭
州
（」
詩
で
あ
る
。

以
下
に
全
文
を
引
く
。

夜
醉
長
沙
酒　
　

夜
に
醉
ふ　

長
沙
の
酒

曉
行
湘
水
春　
　

曉
に
行
く　

湘
水
の
春

岸
花
飛
送
客　
　

岸
花
は
飛
び
て
客
を
送
り

檣
燕
語
留
人　
　

檣
燕
は
語
り
て
人
を
留
む

賈
傅
才
未
有　
　

賈
傅
の
才
は
未
だ
有
ら
ず

褚
公
書
絶
倫　
　

褚
公
の
書
は
絶
倫
た
り

名
高
前
後
事　
　

名
は
高
し　

前
後
の
事
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囘
首
一
傷
神　
　

囘
首
し
て
一
に
神
を
傷
ま
し
む（

（1
（

宋
・
黃
鶴
に
據
れ
ば
、
こ
の
詩
は
大
曆
四
年
（
七
六
九
（
の
作（

（1
（

。
晩
年
の
杜
甫
が
放
浪
の
旅
の
途
中
、
一
時
期
滯
在
し
た
潭
州
（
現

湖
南
省
長
沙
（
を
旅
立
つ
に
當
た
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
嚴
粲
は
こ
の
詩
の
頷
聯
を
引
い
て
、「
送
留
す
る
は
惟
だ
花
燕
の
み

な
り
と
謂
う
は
、
亦
た
此
の
詩
の
告
別
す
る
は
惟
だ
黃
鳥
の
み
な
る
の
意
な
り
」
と
言
う
。

嚴
粲
以
前
の
詩
經
注
釋
書
に
、
本
詩
解
釋
で
杜
甫
の
詩
を
引
い
て
い
る
例
は
見
當
た
ら
な
い（

11
（

。
逆
に
ま
た
、
宋
代
の
郭
知
達
撰
『
九

家
集
注
杜
詩（

1（
（

』、
黃
希
・
黃
鶴
撰
『
補
注
杜
詩
』
お
よ
び
元
代
の
高
楚
芳
撰
『
集
千
家
集
注
杜
工
部
詩
集（

11
（

』
の
「
潭
州
を
發
す
」
の
注

釋
の
中
に
も
、
小
雅
「
黃
鳥
」
の
句
は
引
か
れ
て
い
な
い（

11
（

。「
黃
鳥
」
と
杜
甫
の
詩
の
中
に
關
聯
を
見
出
し
た
の
は
、
嚴
粲
そ
の
人
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
嚴
粲
は
、
な
ぜ
杜
甫
の
詩
を
引
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
黃
鳥
」
詩
を
解
釋
す
る
た
め
に
、
こ
の
詩
は
ど
の

よ
う
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
視
野
を
杜
甫
の
「
潭
州
を
發
す
」
を
話
題
に
し
た
宋
代
の
詩
話
に
擴
げ
て
み
よ
う
。
す
る
と
、
こ
の
詩
を
詩
經
と
關
係
付
け

て
論
述
を
行
う
興
味
深
い
資
料
を
二
例
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
北
宋
・
魏
泰
『
臨
漢
隱
居
詩
話
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

私
は
、
杜
甫
の
「
潭
州
を
發
す
」
詩
の
「
岸
花　

飛
び
て
客
を
送
り
、
檣
燕　

語
り
て
人
を
留
む
」
の
句
は
、
前
篇
（
こ
の
話

題
の
直
前
に
引
用
さ
れ
る
、
劉
攽
『
中
山
詩
話
』
が
杜
甫
の
「
唐
十
五
誡
に
別
か
る
。
因
り
て
禮
部
賈
侍
郎
に
寄
す
（
別
唐
十
五

誡
因
寄
禮
部
賈
侍
郎（

11
（

（」
を
取
り
上
げ
て
論
じ
る
の
を
指
す

―
筆
者
補
記
（
と
同
じ
意
境
で
あ
る
と
思
う
。
喪
亂
の
時
節
に
は
、

人
と
い
う
も
の
は
善
き
こ
と
を
樂
し
み
立
派
な
人
閒
と
出
會
う
の
を
喜
ぶ
よ
う
な
心
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
旅
人
を
迎
え
た
り
見

送
っ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
岸
邊
に
咲
く
花
や
帆
柱
に
止
ま
る
燕
に
さ
え
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
詩
と
い
う
も
の
は
、
優
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柔
感
諷
に
こ
そ
そ
の
本
旨
が
あ
る
も
の
で
、
豪
放
さ
を
思
う
が
ま
ま
に
ひ
け
ら
か
し
て
あ
か
ら
さ
ま
に
罵
倒
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ

に
詩
は
な
い
（
予
觀
老
杜
潭
州
詩
岸
花
飛
送
客
、
檣
燕
語
留
人
、
與
前
篇
同
意
。
喪
亂
之
際
、
人
無
樂
善
喜
士
之
心
。
至
于
一
將

一
迎
、
曾
不
若
岸
花
檣
燕
也
。
詩
主
優
柔
感
諷
、
不
在
逞
豪
放
而
致
怒
張
也（

11
（

（

魏
泰
は
、「
喪
亂
の
際
、
人　

善
を
樂
し
み
士
を
喜
ぶ
の
心
無
し
」
と
言
う
。
こ
れ
は
杜
甫
の
詩
句
に
直
接
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の

で
は
な
い
。
そ
れ
は
、「
一
た
び
將お

く

り
一
た
び
迎
ふ
る
に
至
り
て
は
、
曾
ち
岸
花
檣
燕
に
若し

か
ざ
る
な
り
」
と
言
う
よ
う
に
、
花
や
燕

が
自
分
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
く
れ
る
と
い
う
詩
句
の
裏
か
ら
滲
み
出
る
作
者
の
眞
意
で
あ
る
。
魏
泰
は
、「
喪
亂
の
際
」
と
言
っ
て
、

世
人
が
薄
情
に
な
っ
た
の
は
國
家
の
混
亂
が
引
き
起
こ
し
た
結
果
で
あ
る
と
言
う
。
つ
ま
り
、
杜
甫
が
こ
の
よ
う
に
詠
っ
た
の
は
個
人

的
な
感
傷
を
表
現
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
亂
れ
た
政
治
が
人
心
の
荒
廢
を
招
い
て
い
る
の
を
批
判
す
る
意
圖
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

故
に
彼
は
「
詩
は
優
柔
感
諷
に
あ
り
」
と
、
詩
の
本
旨
を
「
諷
」
に
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
杜
甫
の
詩
（
を
含
む
後
世
の
詩
歌
一

般
（
に
詩
經
と
同
じ
精
神
を
見
出
し
、
そ
の
精
神
を
言
外
の
意
の
中
に
込
め
て
い
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
嚴
粲
は
詩
經
の
小
序
第
一
句
を
由
來
正
し
い
も
の
と
尊
重
す
る（

11
（

と
こ
ろ
か
ら
、「
黃
鳥
は
宣
王
を
刺
る
な
り
」
と
い
う
小
序

に
從
う
立
場
に
立
ち
、
移
民
の
個
人
的
感
慨
を
詠
っ
た
本
詩
の
中
に
時
の
政
治
に
對
す
る
批
判
を
讀
み
取
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

異
鄕
の
民
が
自
分
た
ち
移
民
を
冷
遇
し
た
の
は
、
時
の
政
治
の
亂
れ
が
も
た
ら
し
た
人
心
の
荒
廢
の
表
れ
だ
と
捉
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
嚴
粲
の
詩
經
解
釋
と
魏
泰
の
杜
詩
讀
解
の
姿
勢
は
同
じ
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

南
宋
・
羅
大
經
『
鶴
林
玉
露
』
乙
編
卷
四
「
詩
興
」
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

詩
は
最
も
興
を
貴
ぶ
。
聖
人
の
言
葉
に
も
も
っ
ぱ
ら
興
と
言
う
べ
き
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
逝
く
者
は
斯
の
如
き
夫
、
晝
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夜
を
舍
か
ず
」（『
論
語
』「
子
罕
」（
や
、「
山
梁
の
雌
雉
、
時
な
る
か
な
時
な
る
か
な
」（『
論
語
』「
鄕
黨
」（
な
ど
は
い
ず
れ
も

ま
さ
し
く
興
で
あ
る
。
た
だ
い
ま
だ
詩
の
形
に
整
え
た
り
押
韻
し
た
り
し
て
は
い
な
い
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
思
う
に
興
と
は
、

事
物
に
よ
っ
て
感
情
が
湧
き
起
こ
り
、
言
葉
と
し
て
は
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
作
者
の
思
い
は
別
の
と
こ
ろ
に

込
め
ら
れ
て
い
て
、
じ
っ
く
り
味
讀
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
賦
や
比
が
あ
る
事
物
を

直
接
的
に
言
い
表
す
の
と
は
性
質
が
異
な
る
。
故
に
、
興
は
比
や
賦
を
兼
ね
る
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
も
、
比
や
賦
は
興
を
兼
ね
る

こ
と
は
な
い
、
こ
れ
は
古
詩
も
み
な
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
今
し
ば
ら
く
杜
甫
の
詩
を
取
り
上
げ
て
說
明
し
て
み
る
と
、「
潭
州

を
發
す
」
に
「
岸
花　

飛
び
て
客
を
送
り
、
檣
燕　

語
り
て
人
を
留
む
」
と
言
う
の
は
、
つ
ま
り
飛
び
散
る
花
び
ら
や
囀
り
語
る

燕
に
よ
っ
て
、
人
情
の
薄
さ
を
悲
し
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
旅
人
を
送
り
迎
え
て
く
れ
る
も
の
は
た
だ
燕
と
花
し
か
い
な
い
と
言

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
賦
で
あ
り
ま
た
興
で
あ
る
（
詩
莫
尚
乎
興
、
聖
人
言
語
、
亦
有
專
是
興
者
。
如
逝
者
如
斯
夫
、
不

舍
晝
夜
、
山
梁
雌
雉
、
時
哉
時
哉
、
無
非
興
也
。
特
不
曾
檃
括
協
韻
爾
。
蓋
興
者
、
因
物
感
觸
、
言
在
於
此
、
而
意
寄
於
彼
、
玩

味
乃
可
識
、
非
若
賦
比
之
直
言
其
事
也
。
故
興
多
兼
比
賦
、
比
賦
不
兼
興
、
古
詩
皆
然
。
今
姑
以
杜
陵
詩
言
之
、
發
潭
州
云
、
岸

花
飛
送
客
、
檣
燕
語
留
人
、
蓋
因
飛
花
語
燕
、
傷
人
情
之
薄
、
言
送
客
留
人
、
止
有
燕
與
花
耳
。
此
賦
也
、
亦
興
也（

11
（

（

羅
大
經
は
、「
蓋
し
飛
花
語
燕
に
因
り
て
人
情
の
薄
き
を
傷
み
、
客
を
送
り
人
を
留
む
る
は
、
止
だ
燕
と
花
と
有
る
の
み
な
る
を
言

ふ
」
と
、
人
間
の
薄
情
さ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
た
め
に
燕
や
花
を
詠
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

魏
泰
と
羅
大
經
の
理
解
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る

―
杜
甫
が
詩
に
表
現
し
た
の
は
、
花
や
燕
が
彼
に
親
愛
の
情
を
寄
せ
、

そ
の
旅
立
ち
を
見
送
り
別
れ
を
惜
し
ん
で
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
彼
が
讀
者
に
傳
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
兩

者
以
外
に
自
分
を
見
送
っ
て
く
れ
る
者
は
い
な
い
と
い
う
現
實
で
あ
り
、
そ
れ
を
あ
え
て
表
現
の
裏
に
隱
し
潛
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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世
人
の
冷
淡
さ
薄
情
さ
を
際
立
た
せ
て
い
る

―
。
す
な
わ
ち
兩
者
は
杜
甫
の
詩
句
に
言
外
の
意
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
理
解
は
、『
詩
緝
』
の
「
黃
鳥
」
の
注
釋
に
お
け
る
、「
杜
詩
…
…
送
留
す
る
は
惟
だ
花
燕
の
み
な
る
を
謂
ふ
」
と
同
じ

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
嚴
粲
は
「
黃
鳥
」
の
詩
句
の
言
外
の
意
を
說
明
す
る
た
め
に
杜
甫
の
詩
を
引
用
し
た
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

魏
泰
と
羅
大
經
の
發
言
は
、
嚴
粲
の
「
黃
鳥
」
解
釋
と
い
う
個
別
的
な
問
題
を
考
え
る
參
考
に
な
る
だ
け
で
は
な
い
。
詩
歌
の
本
質

的
性
格
に
つ
い
て
の
魏
泰
と
羅
大
經
の
認
識
は
、
嚴
粲
の
詩
經
の
詩
篇
に
つ
い
て
の
認
識
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
魏
泰
は
、

「
詩
は
優
柔
感
諷
を
主
と
し
、
豪
放
を
逞
し
く
し
て
怒
張
を
致
す
に
在
ら
ざ
る
な
り
」
と
言
い
、
詩
と
い
う
も
の
の
本
質
は
、
感
情
を

直
接
的
に
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、「
優
柔
」
な
言
葉
に
よ
っ
て
遠
回
し
に
自
分
の
思
い
や
見
方
を
そ
れ
と
な
く
傳
え
る
と
こ
ろ
に
あ

る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
詩
經
の
「
詩
人
」
あ
る
い
は
「
風
人
」
の
表
現
の
し
か
た
に
對
す
る
嚴
粲
の
認
識
と
共
通
性
が
あ
る（

11
（

。
彼
が
言

う
「
詩
」
と
は
詩
經
の
こ
と
で
は
な
く
詩
歌
一
般
を
指
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
本
旨
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
詩
經
の
本
旨
で

も
あ
る
。
つ
ま
り
、
魏
泰
は
詩
歌
一
般
を
詩
經
と
同
次
元
に
置
い
て
、
嚴
粲
と
同
樣
の
觀
點
か
ら
そ
の
精
神
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

羅
大
經
は
、「
詩
は
興
よ
り
尚た

つ
とべ

る
は
無
し
」
と
言
い
、「
故
に
興
は
多
く
比
賦
を
兼
ぬ
れ
ど
も
、
比
賦
は
興
を
兼
ね
ず
」
と
言
う
。

後
者
で
「
興
は
、
作
者
が
見
聞
し
た
出
來
事
を
あ
り
の
ま
ま
に
表
現
す
る
と
い
う
賦
の
性
格
と
、
何
か
を
別
の
事
物
や
事
柄
の
比
喩
と

し
て
用
い
る
と
い
う
比
の
性
格
を
兼
ね
備
え
て
い
る
」
と
言
う
の
は
、
詩
人
は
何
か
の
事
物
や
出
來
事
を
敍
述
す
る
の
だ
が
、
な
ぜ
そ

れ
を
取
り
上
げ
た
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
に
出
會
っ
て
心
を
動
か
さ
れ
た
か
ら
で
、
な
ぜ
そ
れ
に
心
を
動
か
さ
れ
た
か
と
言
え
ば
、
そ
れ

が
詩
人
の
心
を
占
め
て
い
る
重
要
な
事
柄
と
あ
る
種
の
類
似
性
を
持
っ
て
い
て
連
想
を
引
き
起
こ
し
た
か
ら
で
あ
る
、
言
う
な
れ
ば
、

そ
れ
は
作
者
の
心
の
思
い
に
火
を
付
け
具
體
的
な
表
現
の
き
っ
か
け
を
與
え
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
對
し
て
「
比
と

賦
と
は
興
の
性
格
を
兼
ね
備
え
な
い
」
と
言
う
の
は
、「
比
」
と
「
賦
」
は
、
上
述
の
よ
う
な
詩
人
の
心
を
占
め
る
重
要
な
事
柄
や
思
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い
と
の
連
想
關
係
を
有
し
な
い
、
單
純
な
修
辭
的
技
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
彼
の
「
興
」
說
は

前
節
で
見
た
嚴
粲
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

羅
大
經
が
「
潭
州
を
發
す
」
の
詩
句
を
「
こ
れ
は
賦
で
あ
り
ま
た
興
で
あ
る
」
と
言
う
の
は
、
杜
甫
は
岸
邊
に
咲
く
花
や
帆
柱
に
止

ま
る
燕
が
自
分
を
見
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
思
い
そ
の
姿
を
描
い
た
の
だ
が
、
彼
は
眼
前
の
花
や
燕
が
自
分
を
見
送
っ
て
く
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
潭
州
の
人
々
が
見
送
っ
て
く
れ
な
い
こ
と
に
寂
し
さ
を
感
じ
て
い
る
の
を
い
っ
そ
う
強
く
自
覺
さ
せ

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
說
明
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
花
や
鳥
を
詠
う
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
ネ
ガ
と
し
て
人
閒
の
薄
情
さ
を
表

現
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
詩
經
の
六
義
を
詩
歌
一
般
に
擴
張
し
、
杜
甫
の
詩
を
『
詩
經
』
の
六
義
の
思
考
枠
の
中
で
論
じ
て
い
る
。

詩
經
を
讀
む
の
と
同
じ
態
度
で
、
杜
甫
の
詩
を
讀
み
解
い
て
い
る
。

嚴
粲
は
「
黃
鳥
」
を
次
の
よ
う
に
解
釋
し
た

―
詩
人
は
異
國
の
地
で
疏
外
感
を
感
じ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
も
と
を
し
ば
し

ば
訪
れ
た
黃
鳥
が
自
分
に
親
愛
感
を
抱
い
て
く
れ
る
よ
う
に
思
っ
た

―
と
。
だ
か
ら
黃
鳥
へ
の
別
れ
の
挨
拶
の
裏
に
、
ネ
ガ
と
し
て

自
分
に
冷
た
か
っ
た
異
國
の
人
々
へ
の
不
滿
の
氣
持
ち
が
溢
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
嚴
粲
の
こ
の
よ
う
な
解
釋
態
度
は
羅
大
經
と
同
じ

で
あ
る
。
嚴
粲
は
杜
甫
の
詩
を
羅
大
經
と
同
じ
よ
う
に
理
解
し
、
そ
こ
に
「
黃
鳥
」
の
詩
人
と
同
じ
心
理
の
動
き
と
、
表
現
の
裏
に
隱

さ
れ
た
言
外
の
意
を
見
出
し
て
、『
詩
緝
』
に
引
用
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
臨
漢
隱
居
詩
話
』
と
『
鶴
林
玉
露
』
の
兩
說
に
は
、
詩
句
表
現
の
裏
に
ど
の
よ
う
な
言
外
の
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
、
ま
た
作

者
が
ど
の
よ
う
な
心
理
的
過
程
を
經
て
詩
句
を
作
っ
た
か
を
考
え
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
嚴
粲
の
詩
經
解
釋
の
基
本
態
度
、

ま
た
「
黃
鳥
」
の
注
釋
に
杜
詩
を
引
用
し
た
理
由
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
嚴
粲
の
「
黃
鳥
」
解
釋
は
詩

話
の
著
者
た
ち
と
同
樣
の
思
考
法
を
持
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
彼
は
當
時
の
文
學
解
釋
の
風
氣
を
呼
吸
し

な
が
ら
『
詩
緝
』
を
撰
述
し
た
の
で
あ
る
。
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以
上
の
こ
と
を
通
常
の
言
い
方
で
言
え
ば
、
嚴
粲
は
杜
甫
の
詩
を
參
考
に
し
て
彼
獨
自
の
「
黃
鳥
」
解
釋
を
發
想
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
内
實
を
よ
り
具
體
的
に
追
跡
し
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
嚴
粲
の
思
考
過
程
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
嚴
粲
は
、
杜
甫
が
詩
經
の
詩
人
と
同
じ
よ
う
な
心
の
働
き
に
よ
っ
て
「
潭
州
を
發
す
」
を
作
っ
た
と
考
え
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

杜
甫
は
、
潭
州
か
ら
の
旅
立
ち
に
際
し
て
花
と
燕
と
を
目
に
し
、
そ
れ
ら
が
自
分
に
對
し
て
親
愛
の
情
を
も
っ
て
見
送
っ
て
く
れ
て

い
る
と
感
じ
た
の
だ
が
、
同
時
に
そ
の
ネ
ガ
の
よ
う
に
、
本
來
感
情
を
豐
か
に
持
っ
て
い
る
は
ず
の
人
閒
で
あ
り
な
が
ら
、
み
な
自
分

に
對
し
て
冷
淡
で
あ
っ
た
こ
の
地
の
人
々
の
像
が
浮
か
び
上
が
り
、
思
わ
ず
慨
歎
し
た
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
は
る
か
古
代
の
「
黃

鳥
」
の
詩
人
が
移
住
し
た
異
國
の
地
か
ら
離
れ
る
決
意
を
し
た
時
、
こ
の
冷
た
い
土
地
で
唯
一
黃
鳥
が
自
分
に
親
し
み
心
を
慰
め
て
く

れ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
愛
情
を
込
め
て
別
れ
を
告
げ
、
そ
の
ネ
ガ
と
し
て
自
分
を
疏
外
し
た
人
々
の
像
を
心
に
浮
か
べ
慨
歎
し
た
の

と
同
じ
心
の
働
き
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
杜
甫
は
詩
經
の
詩
人
と
同
じ
よ
う
な
狀
況
に
身
を
置
い
て
、
同
じ
よ
う
に
思
い
考
え
、
同
じ

よ
う
な
表
現
の
し
か
た
で
そ
れ
を
詩
に
詠
っ
た
と
、
嚴
粲
は
考
え
た
こ
と
に
な
る
。
大
胆
に
言
え
ば
、
杜
甫
は
詩
經
の
詩
人
と
同
じ
心

を
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
「
潭
州
を
發
す
」
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
嚴
粲
は
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
資
料
が
あ
る
。『
楚
辭
』
九
歌
「
河
伯（

11
（

」
の
末
尾
、

子
交
手
兮
東
行　
　

子　

交
手
し
て
東
行
し

送
美
人
兮
南
浦　
　

美
人
を
南
浦
に
送
る

波
滔
滔
兮
來
迎　
　

波　

滔
滔
と
し
て
來
り
て
迎
へ

魚
隣
隣
兮
媵
予　
　

魚　

隣
隣
と
し
て
予
を
媵お

く

る
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の
意
味
を
後
漢
の
王
逸
は
、
屈
原
が
河
伯
の
と
こ
ろ
か
ら
辭
去
し
よ
う
と
す
る
と
、
河
伯
は
波
と
魚
に
屈
原
を
見
送
り
さ
せ
た
こ
と
を

詠
っ
て
い
る
と
說
明
す
る（

11
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
、
宋
・
洪
興
祖
『
楚
辭
補
注
』
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

屈
原
は
江
海
の
神
が
自
分
を
送
り
迎
え
て
く
れ
る
こ
と
を
詠
う
の
に
託
し
て
、
當
時
の
人
々
が
自
分
を
そ
の
よ
う
に
遇
し
て
く

れ
な
か
っ
た
と
言
お
う
と
し
て
い
る
。
杜
子
美
の
詩
に
、「
岸
花　

飛
び
て
客
を
送
り
、
檣
燕　

語
り
て
人
を
留
む
」
と
言
う
の

も
や
は
り
こ
の
よ
う
な
氣
持
ち
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
（
屈
原
託
江
海
之
神
送
迎
己
者
。
言
時
人
遇
己
之
不
然
也
。
杜
子
美
詩
云
、

岸
花
飛
送
客
、
檣
燕
語
留
人
、
亦
此
意
（

波
や
魚
が
主
人
公
＝
語
り
手
を
丁
重
に
も
て
な
し
て
く
れ
る
樣
子
を
詠
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
の
人
々
が
自
分
を
疏
外
し
て
い
る
の

を
暗
示
し
て
い
る
と
、
洪
興
祖
は
解
釋
す
る
。
す
な
わ
ち
、
歌
辭
の
中
に
言
外
の
意
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
、
同
じ
よ
う
な
言
外
の

意
を
持
つ
作
品
と
し
て
杜
甫
の
「
潭
州
を
發
す
」
詩
を
引
い
て
い
る
の
で
あ
る（

1（
（

。
詩
句
に
表
現
さ
れ
た
内
容
の
裏
に
作
者
の
疏
外
感
が

隱
さ
れ
て
い
る
と
想
定
し
、
そ
れ
を
立
證
す
る
た
め
の
根
據
と
し
て
杜
甫
の
「
潭
州
を
發
す
」
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
嚴
粲
の

「
黃
鳥
」
解
釋
と
共
通
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
嚴
粲
が
「
黃
鳥
」
の
作
者
を
、
洪
興
祖
が
屈
原
を
、
詩
句
に
杜
甫
の
よ
う
に
言
外
の
意
を
込
め
る
人
閒
と
し
て
、
ま
た
事

物
に
觸
れ
て
杜
甫
と
同
じ
よ
う
な
感
慨
を
催
し
、
同
じ
よ
う
な
連
想
の
し
か
た
を
し
て
そ
れ
を
表
現
す
る
人
閒
と
し
て
把
握
し
よ
う
と

し
た
こ
と
を
表
す
。
あ
る
意
味
で
、
彼
ら
は
詩
人
や
屈
原
の
中
に
杜
甫
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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3　

鄘
風
「
定
之
方
中
」

以
上
の
「
黃
鳥
」
に
お
け
る
杜
甫
詩
引
用
の
意
味
の
考
察
を
行
っ
た
目
で
、『
詩
緝
』
の
杜
詩
引
用
例
を
見
直
す
と
、
同
じ
よ
う
な

見
地
か
ら
考
察
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
つ
に
鄘
風
「
定
之
方
中
」
が
擧
げ
ら
れ

る
。
本
詩
小
序
に
據
れ
ば
、
衞
國
は
懿
公
の
時
北
方
の
異
民
族
の
攻
擊
を
受
け
て
い
っ
た
ん
滅
ん
だ
が
、
文
公
は
、
齊
の
桓
公
の
援
助

を
受
け
て
國
を
立
て
直
し
、
楚
丘
の
地
に
新
た
に
城
を
築
き
、
宮
室
を
建
て
、
國
家
を
復
興
に
導
い
た
。
本
詩
は
そ
の
よ
う
な
偉
業
を

成
し
遂
げ
た
文
公
を
美
め
稱
え
た
詩
で
あ
る（

11
（

。
本
詩
卒
章
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

靈
雨
既
零　
　

靈
雨　

既
に
零を

つ

命
彼
倌
人　
　

彼
の
倌く

わ
ん

人じ
ん

に
命
ず
ら
く

星
言
夙
駕　
　

星
あ
へ
ば
言わ

れ

に
夙は

や

く
駕
せ
よ

說
于
桑
田　
　

桑
田
に
說せ

い

せ
ん

匪
直
也
人　
　

直
の
人
に
匪
ず

秉
心
塞
淵　
　

心
を
秉と

れ
る
塞み

ち
淵ふ

か

し

騋
牝
三
千　
　

騋ら
い

牝ひ
ん

三
千
あ
り

『
詩
緝
』
は
、
首
句
の
「
靈
雨
」
に
對
し
て
次
の
よ
う
な
雙
行
注
を
附
す
。
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鄭
箋
に
「
靈
は
善
で
あ
る
」
と
言
う
○
私
が
考
え
る
に
、「
靈
雨
」
は
、
ち
ょ
う
ど
杜
甫
の
詩
に
「
好
雨　

時
節
を
知
る
」
と

い
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
萬
物
を
發
生
さ
せ
る
働
き
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
故
に
「
好
」
と
言
う
（
牋
曰
、
靈
善

也
○
粲
曰
、
靈
雨
猶
杜
詩
云
好
雨
知
時
節
。
以
其
發
生
、
故
謂
之
好
（

嚴
粲
は
、「
靈
雨
」
が
「
よ
き
雨
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
を
、
杜
甫
の
「
春
夜
雨
を
喜
ぶ（

11
（

（
春
夜
喜
雨
（」
の
首
句
を
引
用
し
て

說
明
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
前
段
で
す
で
に
「『
靈
』
は
『
善
』
な
り
」
と
い
う
鄭
箋
を
引
用
し
て
い
る
の
で
、
杜
甫
詩
を
引
用
す
る

こ
と
で
、「
靈
雨
」
の
語
義
的
說
明
に
何
か
新
た
な
情
報
が
付
加
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
杜
甫
詩
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
は
必
ず
し
も
言
え
ず
、
あ
る
い
は
本
詩
本
句
に
因
ん
で
嚴
粲
の
腦
裏
に
た
ま
さ
か
に
思
い
浮
か
ん
だ
名
句
を
紹
介
し
た
に
す
ぎ

な
い
よ
う
に
も
、
あ
る
い
は
第
一
節
で
取
り
上
げ
た
、
初
學
者
の
興
味
を
喚
起
す
る
と
い
う
啓
蒙
的
配
慮
に
發
し
た
例
か
も
し
れ
な
い

と
も
思
わ
れ
る
。
は
た
し
て
、
そ
の
よ
う
に
結
論
し
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。

嚴
粲
は
、
本
章
を
次
の
よ
う
に
通
釋
す
る
。

春
に
な
る
と
好
雨
が
す
で
に
降
り
、
農
家
の
仕
事
が
今
ま
さ
に
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
衞
の
文
公
は
そ
こ
で
馬
車
を
管
理
す

る
役
人
に
命
じ
て
、
星
を
觀
察
し
て
早
め
に
桑
畑
の
野
原
に
行
っ
て
宿
り
、
農
民
た
ち
を
勞
り
勵
ま
し
に
行
く
準
備
を
さ
せ
た
。

こ
れ
は
文
公
が
國
家
の
大
事
で
あ
る
農
業
を
重
ん
じ
努
め
、
彼
の
國
民
を
增
や
し
育
て
た
こ
と
を
表
す
。
た
だ
人
だ
け
で
は
な
い
。

文
公
は
そ
の
心
配
り
は
行
き
届
き
深
謀
遠
慮
が
あ
っ
た
の
で
、
國
家
を
富
強
に
し
、
丈
七
尺
の
馬（

11
（

と
牝
馬
合
わ
せ
て
三
千
頭
を
所

有
す
る
に
至
っ
た
。
馬
が
繁
殖
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
て
詠
う
こ
と
に
よ
り
、
國
民
が
た
く
さ
ん
增
え
た
こ
と
は
自
ず
か
ら
わ
か

る
の
で
あ
る
（
春
時
好
雨
既
降
、
農
桑
之
務
將
興
。
文
公
於
是
命
主
駕
之
倌
人
、
見
星
而
早
駕
說
止
於
桑
田
之
野
、
以
勞
勸
之
。
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是
文
公
能
務
農
重
本
以
蕃
育
其
人
也
。
非
特
人
也
。
文
公
操
心
塞
實
而
淵
深
、
故
能
致
國
富
彊
、
至
於
騋
馬
與
牝
馬
共
有
三
千
匹
。

擧
馬
之
蕃
息
則
人
之
蕃
息
可
知
矣
（

文
公
の
德
を
贊
美
す
る
詩
句
を
解
釋
す
る
中
で
、
嚴
粲
が
「
其
の
人
を
蕃
育
す
」
と
言
い
、「
馬
の
蕃
息
す
る
を
擧
ぐ
れ
ば
、
人
の

蕃
息
す
る
は
知
る
べ
し
」
と
言
う
の
に
注
目
し
た
い
。『
集
傳
』
に
、

『
禮
記
』
に
「
國
君
の
富
を
問
わ
れ
た
ら
、
馬
の
數
を
も
っ
て
答
え
る（

11
（

」
と
言
う
。
今
七
尺
の
牝
馬（

11
（

が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
多
い

こ
と
を
詠
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
馬
を
非
常
に
多
く
育
て
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
衛
國
の
富
も
ま
た
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
（
記
曰
、
問
國
君
之
富
、
數
馬
以
對
。
今
言
騋
牝
之
衆
如
此
、
則
生
息
之
蕃
可
見
、
而
衛
國
之
富
亦
可
知
矣
（

と
、「
生
息
の
蕃
」
と
い
う
『
詩
緝
』
の
「
蕃
育
」「
蕃
息
」
に
相
似
た
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
使
用
の
意
圖
に
は
違
い
が
あ
る
。

朱
熹
は
文
公
が
治
め
る
衛
國
が
た
く
さ
ん
の
馬
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
生
息
の
蕃
」
と
形
容
し
、
そ
し
て
そ
れ
は
衛
國
の

富
裕
を
象
徵
す
る
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
朱
熹
の
理
解
で
は
、
馬
の
數
の
多
さ
は
端
的
に
衛
國
の
富
裕
を
象

徵
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
馬
は
國
家
の
財
産
の
規
模
の
尺
度
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
、
い
わ
ば
馬
の
物
質
的
な
面
に
の

み
ス
ポ
ッ
ト
が
當
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。『
正
義（

11
（

』、『
蘇
傳（

11
（

』、『
李
黃
解（

11
（

』、『
呂
記（

11
（

』
お
よ
び
范
處
義
『
詩
補
傳（

1（
（

』
な
ど
を
見

る
と
、『
集
傳
』
と
同
樣
の
觀
點
か
ら
說
明
さ
れ
て
い
て
、
朱
熹
が
傳
統
的
な
解
釋
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
嚴
粲
の
「
騋
馬
」
に
對
す
る
理
解
は
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
嚴
粲
は
三
千
頭
の
騋
牝
を
單
に
國
家
の
財
と
の
み
捉
え
て

は
い
な
い
。
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
馬
が
子
孫
を
産
み
數
を
增
や
し
て
い
く
と
い
う
面
、
生
物
と
し
て
蕃
殖
す
る
存
在
と
い
う
面
に
も
ス
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ポ
ッ
ト
が
當
て
ら
れ
て
い
て
、「
蕃
息
」
は
そ
の
よ
う
な
見
方
を
表
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
嚴
粲
は
、
馬
の
み
な

ら
ず
人
に
つ
い
て
も
「
蕃
育
」「
蕃
息
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。
と
言
う
よ
り
も
、「
馬
の
蕃
息
す
る
を
擧
ぐ
れ
ば
、
人
の
蕃
息
す
る
こ

と
知
る
べ
き
な
り
」
と
、
詩
句
で
馬
が
た
く
さ
ん
繁
殖
し
て
い
る
樣
子
を
贊
美
す
る
の
は
、
そ
の
裏
に
衛
國
の
人
民
も
た
く
さ
ん
生
ま

れ
て
增
え
た
こ
と
を
暗
示
す
る
た
め
で
あ
る
と
說
明
し
て
い
る
。
文
公
の
善
政
に
よ
っ
て
平
和
で
豐
か
な
國
家
が
實
現
さ
れ
て
、
人
も

馬
も
み
な
安
心
し
て
子
孫
を
産
み
增
や
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
言
わ
ん
と
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
嚴
粲
は
「
騋
牝
三
千
」
の
語
に
濃
密
な
言
外
の
意
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
傳
統
的
な
解
釋
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
嚴
粲

の
解
釋
の
獨
自
性
が
發
揮
さ
れ
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
も
う
一
度
「
靈
雨
」
の
注
に
お
け
る
杜
甫
の
「
春
夜
雨
を
喜
ぶ
」
詩
の
引
用
を
見
直
し
て
み
よ
う
。
嚴

粲
は
な
ぜ
杜
甫
の
詩
を
取
り
上
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。

粲
曰
く
、「
靈
雨
」
は
猶
ほ
杜
詩
に
「
好
雨　

時
節
を
知
る
」
と
云
ふ
が
ご
と
し
。
其
の
發
生
す
る
を
以
て
の
故
に
之
を

「
好
」
と
謂
ふ

こ
の
引
用
に
單
な
る
連
想
や
啓
蒙
的
動
機
と
は
別
の
、
本
詩
解
釋
の
た
め
の
よ
り
本
質
的
か
つ
必
然
的
な
理
由
が
存
在
し
て
い
る
可

能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
本
章
首
句
「
靈
雨　

既
に
零を

つ
る
」
の
句
意
に
、
彼
が
獨
自
の
解
釋
を
行
っ
た
「
騋
牝
三
千
」

と
の
關
聯
を
見
出
し
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
解
釋
を
支
え
る
も
の
と
し
て
杜
甫
詩
を
引
用
し
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。

嚴
粲
は
「
靈
雨
」
を
杜
甫
の
詩
に
あ
る
「
好
雨
」
と
同
じ
意
味
と
す
る
。
事
實
、
先
に
見
た
本
章
の
通
釋
で
は
「
春
時　

好
雨　

既

に
降
り
」
と
、「
靈
雨
」
を
「
好
雨
」
に
置
き
換
え
て
い
た
。
そ
れ
で
は
嚴
粲
は
杜
甫
の
「
好
雨
」
は
ど
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帶
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び
て
い
る
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
は
、
嚴
粲
が
「
其
の
發
生
す
る
を
以
て
、
故
に
之
を
『
好
』
と
謂

ふ
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
は
杜
甫
の
詩
中
の
「
好
雨
」
の
「
好
」
の
意
味
を
說
明
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
來

「
定
之
方
中
」
の
注
釋
と
し
て
は
不
必
要
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
嚴
粲
は
な
ぜ
、
あ
え
て
こ
の
說
明
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
發
生
」
の
語
は
、「
春
夜
雨
を
喜
ぶ（

11
（

」
に
、

好
雨
知
時
節　
　

好
雨　

時
節
を
知
り

當
春
乃
發
生　
　

春
に
當
た
り
て
乃
ち
發
生
す

と
言
う
の
に
據
る
。
歷
代
の
杜
甫
の
詩
の
注
釋
に
お
い
て
、「
發
生
」
に
は
二
つ
の
解
釋
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、『
爾
雅
』「
釋
天
」
の

「
春
は
發
生
を
爲
す
（
春
爲
發
生
（」
に
基
づ
き
、「
春
の
雨
は
萬
物
を
發
生
さ
せ
る
」
と
解
釋
す
る
說
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
雨
が

「
發
生
す
る
」、
春
が
來
て
農
耕
の
季
節
と
な
っ
た
の
で
雨
が
降
り
出
す
と
解
釋
す
る
說
で
あ
る（

11
（

。
嚴
粲
は
、「
發
生
」
と
い
う
屬
性
を

有
し
て
い
る
こ
と
が
「
好
」
き
雨
と
呼
ば
れ
る
理
由
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
者
の
解
釋
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、「
靈
雨
」
と
「
好
雨
」
を
同
義
語
と
し
て
い
る
の
で
、「
發
生
」
の
働
き
は
「
靈
雨
」
も
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

「
其
の
發
生
す
る
を
以
て
、
故
に
之
を
『
好
』
と
謂
ふ
」
と
い
う
說
明
は
、「
好
雨
」
の
語
義
解
釋
で
あ
る
と
と
も
に
、「
定
之
方
中
」

の
「
靈
雨
」
に
對
す
る
說
明
を
兼
ね
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
本
章
通
釋
で
「
靈
雨
」
を
「
好
雨
」
と
言
い
換
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
嚴
粲
の
理
解
で
は
、
詩
人
は
「
靈
雨
」
を
萬
物
を
生
み
育
て
る
雨
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、『
正
義
』
が
、「
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
文
公　

善
雨
既
に
落
つ
る
の
時
に
於
い
て
、
彼
の
倌
人
に
命
じ
て
云
ふ
（
言
文
公
於
善

雨
既
落
之
時
、
命
彼
倌
人
云
（」
と
言
い
、『
集
傳
』
が
「
靈
は
善
…
…
言
ふ
こ
こ
ろ
は
春
に
方
り
て
時
雨
既
に
降
り
て
農
桑
の
務
め
作お

こ
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る
（
靈
善
…
…
言
方
春
時
雨
既
降
而
農
桑
之
務
作
（」
と
言
う
の
と
は
異
な
る
。『
正
義
』
や
『
集
傳
』
は
、
鄭
箋
の
「
靈
は
善
な
り

（
靈
善
也
（」
の
訓
詁
に
從
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
で
は
「
善
」
と
は
具
體
的
に
は
ど
の
よ
う
な
屬
性
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
か
を

追
究
し
て
お
ら
ず
、
農
事
の
開
始
を
告
げ
る
春
の
雨
と
い
う
以
上
の
意
味
は
讀
み
取
っ
て
な
い
。
そ
れ
に
對
し
て
、
嚴
粲
は
杜
甫
の
詩

句
を
參
照
す
る
こ
と
で
靈
雨
の
靈
雨
た
る
ゆ
え
ん
が
萬
物
を
産
み
育
て
る
働
き
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
の
で
あ
る
。

杜
甫
詩
に
基
づ
い
た
「
靈
雨
」
に
對
す
る
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、「
騋
牝
三
千
」
の
句
に
つ
い
て
の
獨
特
の
解
釋
と
響
き
合
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
嚴
粲
は
こ
の
句
の
中
に
、
馬
の
み
な
ら
ず
國
人
も
「
蕃
育
」「
蕃
息
」
し
、
子
孫
を
多
く
産
み
繁
殖
し
て

い
る
樣
子
を
讀
み
取
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
文
公
の
細
や
か
で
深
い
配
慮
に
よ
る
善
政
の
賜
だ
と
解
釋
し
て
い
た
。
時
勢
や
狀
況
を
見
極

め
、
廣
い
視
野
と
長
期
的
展
望
を
持
っ
て
國
家
を
運
營
し
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
繁
榮
さ
せ
國
家
を
富
強
に
向
か
わ
せ
る
文
公
の

德
治
は
、
自
然
の
秩
序
を
亂
す
こ
と
な
く
然
る
べ
き
時
に
降
り
、
萬
物
を
發
生
さ
せ
る
「
好
雨
」
＝
「
靈
雨
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
相
重
な

る
。
こ
れ
に
基
づ
け
ば
、
嚴
粲
以
前
の
注
釋
者
が
「
靈
雨
既
零
」
を
時
節
の
到
來
を
直
敍
し
た
も
の
と
解
釋
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
彼

は
一
步
踏
み
出
し
、
そ
こ
に
文
公
の
德
を
重
ね
合
わ
せ
た
、
す
な
わ
ち
こ
の
靈
雨
は
實
景
を
詠
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
文
公
の
德
を
象

徵
す
る
も
の
と
し
て
詠
わ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
詩
本
章
の
注
釋
に
お
い
て
嚴
粲
は
「
興
な
り
」
と
は
言
っ
て
い
な
い

け
れ
ど
も
、「
興
」
的
な
も
の
を
見
出
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
本
詩
に
お
い
て
も
嚴
粲
は
「
靈
雨
」
の
句
に
込
め
ら
れ
た
言
外
の
意
を
解
明
す
る
た
め
に
、
杜
甫
の
詩
を

引
用
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
本
例
を
參
考
に
す
れ
ば
、
本
稿
第
一
節
で
紹
介
し
た
小
雅
「
信
南
山
」
二
章
の
「
益ま

す
に
霢ば

く

霂ぼ
く

を
以
て
す
（
益
之
霢
霂
（」

の
雙
行
注
で
、『
爾
雅
』「
釋
天
」
の
「
小
雨
の
こ
と
を
『
霢
霂
』
と
言
う
（
小
雨
謂
之
霢
霂
（」
を
引
い
た
上
で
、「
李
樗
氏
曰
く

―

杜
甫
の
詩
に
『
物
を
潤
し
て
細
に
し
て
聲
無
し
』
と
言
う
の
も
ま
た
小
雨
の
こ
と
で
あ
る
」
と
南
宋
・
李
樗
の
注
が
杜
甫
の
「
春
夜
喜
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雨
」
の
句
を
紹
介
す
る
の
を
再
引
用
し
た
例
も
、
杜
甫
の
詩
を
通
し
て
「
霢
霂
」
の
惠
み
の
雨
と
し
て
の
性
格
を
伝
え
る
意
圖
が
あ
っ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
本
例
の
よ
う
な
杜
詩
の
利
用
の
方
法
は
、
李
樗
に
學
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
。

（　

周
頌
「
有
客
」・
小
雅
「
白
駒
」

周
頌
「
有
客
」
の
、

有
萋
有
且　
　

萋
た
る
有
り
且
た
る
有
り

敦
琢
其
旅　
　

其
の
旅
を
敦
琢
す

は
、
殷
の
後
嗣
と
し
て
宋
に
封
じ
ら
れ
た
微
子
が
周
王
に
朝
見
し
た
時
、
彼
に
付
き
從
う
臣
下
た
ち
が
い
ず
れ
も
威
儀
に
滿
ち
た
人
物

揃
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
贊
美
し
た
句
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
嚴
粲
は
次
の
よ
う
に
注
釋
す
る
。

さ
ら
に
威
儀
に
溢
れ
つ
つ
恭
し
く
愼
み
深
い
者
が
い
る
。
そ
れ
は
微
子
に
付
き
從
う
雕
琢
さ
れ
た
金
や
玉
の
よ
う
な
家
臣
た
ち

で
あ
る
。
微
子
の
た
く
さ
ん
の
家
臣
の
姿
が
う
る
わ
し
い
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
主
君
た
る
微
子
が
賢
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
こ
と

を
稱
え
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
杜
甫
の
詩
の
「
侍
立　

小
童
清
し
」
と
同
じ
で
あ
る
（
又
威
儀
萋
萋
且
且
然
敬
謹
者
、
乃
其
隨
行
之

眾
如
敦
琢
之
金
玉
然
。
稱
其
眾
臣
之
有
文
則
其
主
之
賢
可
見
。
猶
杜
詩
云
侍
立
小
童
清
也
（
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嚴
粲
は
、
詩
句
は
微
子
の
家
臣
の
み
ご
と
さ
を
美
め
稱
え
て
い
る
の
だ
が
、
實
際
は
家
臣
た
ち
を
そ
の
よ
う
に
敎
え
導
い
た
微
子
が

賢
者
で
あ
る
こ
と
を
稱
贊
し
て
い
る
の
だ
と
解
釋
す
る
。
詩
句
に
言
外
の
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
と
同
じ
意
境
を
持
つ
も
の
と
し
て
杜
甫
の
詩
句
を
引
用
す
る
。
嚴
粲
が
引
用
し
て
い
る
の
は
、
杜
甫
の
「
李
十
二
白
と
同
に
范
十
隱

居
を
尋
ぬ
（
與
李
十
二
白
同
尋
范
十
隱
居
（」
で
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

入
門
高
興
發　
　

門
に
入
れ
ば
高
興
發
す

侍
立
小
童
清　
　

侍
立　

小
童
清
し（

11
（

李
白
と
と
も
に
范
隱
居
を
訪
問
し
た
杜
甫
が
、
そ
の
居
宅
の
高
雅
な
佇
ま
い
と
、
客
を
迎
え
に
出
て
き
た
侍
童
の
清
ら
か
さ
を
稱
え

た
も
の
で
あ
る
。
後
世
の
注
釋
に
な
る
が
、
淸
・
王
嗣
奭
『
杜
臆
』
に
、

小
童
を
稱
え
る
の
に
「
清
」
の
一
字
を
用
い
た
の
が
素
晴
ら
し
い
。
小
童
の
清
ら
か
な
樣
を
見
れ
ば
、
主
人
が
俗
で
な
い
こ
と

が
わ
か
る
（
贊
小
童
而
用
一
清
字
、
妙
。
因
小
童
之
清
、
便
可
知
主
人
之
不
俗（

11
（

（

と
言
い
、
杜
甫
は
侍
童
の
清
ら
か
さ
を
詠
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
主
人
で
あ
る
范
隱
居
の
高
雅
さ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
と
指

摘
す
る
。
す
な
わ
ち
「
小
童
」
の
句
は
范
隱
居
を
贊
美
す
る
言
外
の
意
を
傳
え
る
た
め
に
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る（

11
（

。
嚴
粲
も
、
杜
甫
の

句
を
王
嗣
奭
と
同
樣
に
讀
み
取
っ
た
上
で
、「
有
客
」
が
微
子
の
家
臣
の
姿
を
美
め
稱
え
る
こ
と
で
、
言
外
に
そ
の
主
人
の
德
を
贊
美

し
て
い
る
こ
と
の
傍
證
と
し
て
、
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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『
鄭
箋
』
は
、
本
詩
本
句
に
つ
い
て
、

（
微
子
は
（
そ
の
上
多
く
の
家
臣
卿
大
夫
の
中
か
ら
賢
者
を
選
び
出
し
、
彼
ら
と
と
も
に
周
王
に
朝
見
し
た
。「
敦
琢
す
」
と
言

う
の
は
、
微
子
の
家
臣
た
ち
が
賢
者
で
あ
る
こ
と
を
贊
美
し
て
い
る
の
で
、
故
に
玉
の
緣
語
を
用
い
て
表
現
し
た
の
で
あ
る
（
又

選
擇
衆
臣
卿
大
夫
之
賢
者
、
與
之
朝
王
。
言
敦
琢
者
、
以
賢
美
之
、
故
玉
言
之
（

と
言
い
、
微
子
が
寶
玉
に
も
比
す
べ
き
優
れ
た
家
臣
を
選
り
す
ぐ
っ
て
從
者
と
し
た
こ
と
を
說
明
す
る
の
み
で
、
嚴
粲
の
よ
う
に
、
從

者
を
贊
美
す
る
句
が
そ
の
裏
に
主
人
を
贊
美
す
る
意
圖
を
持
つ
と
い
う
言
外
の
意
を
讀
み
取
っ
て
は
い
な
い
。『
集
傳
』
も
、

「
敦
琢
」
は
選
擇
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
旅
」
は
微
子
の
卿
大
夫
で
彼
の
朝
見
に
付
き
從
っ
た
者
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
（
敦
琢
、

選
擇
也
。
旅
其
卿
大
夫
從
行
者
也
（

と
言
い
、
や
は
り
言
外
の
意
を
讀
み
取
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
本
句
に
言
外
の
意
を
讀
み
取
る
の
は
、
新
し
い
視
點
に

よ
る
解
釋
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
杜
甫
の
詩
を
傍
證
と
し
て
揭
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
范
處
義
『
詩
補
傳
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
微
子
の
從
者
た
ち
の
威
儀
は
極
め
て
う
る
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
微
子
が
丹
精
込
め
て
教
導
し
た
こ
と
で

育
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
頃
か
ら
選
り
す
ぐ
り
教
導
し
て
い
た
こ
と
を
言
う
（
蓋
徒
旅
之
威
儀
有
文
章
之
可
觀
。
由
微
子
雕
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琢
而
成
之
。
謂
選
擇
教
飭
之
有
素
也
（

彼
は
、「
敦
琢
す
＝
選
擇
す
る
」
を
鄭
玄
や
朱
熹
の
よ
う
に
、
微
子
が
周
王
に
朝
見
す
る
に
當
た
っ
て
随
行
者
を
選
ぶ
と
い
う
、
一

時
的
な
行
爲
と
は
と
っ
て
お
ら
ず
、
日
頃
か
ら
家
臣
団
の
中
か
ら
優
秀
な
人
間
を
選
び
出
し
て
さ
ら
に
教
導
を
施
す
と
い
う
、
長
期
的

か
つ
恆
常
的
な
行
爲
と
捉
え
て
い
る
。
善
政
を
實
現
す
る
た
め
の
長
期
的
視
野
を
持
っ
て
家
臣
の
素
質
を
見
極
め
さ
ら
に
そ
れ
に
磨
き

を
か
け
る
た
め
自
ら
訓
導
に
努
め
た
、
微
子
の
主
君
と
し
て
の
細
心
さ
、
深
謀
遠
慮
ぶ
り
に
對
す
る
贊
美
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
意
味
で
は
「
敦
琢
」
の
言
外
の
意
に
對
す
る
關
心
の
萌
芽
が
見
ら
れ
、
鄭
箋
以
來
の
解
釋
と
嚴
粲
の
解
釋
と
を
仲
介
す
る
位

置
に
立
つ
說
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
嚴
粲
は
、
范
處
義
の
方
向
性
を
よ
り
進
め
た
解
釋
を
行
い
、
自
說
に
說
得
力
を
持
た
せ
る
た
め

に
杜
甫
の
詩
を
引
用
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊
＊
＊
　
＊
＊
＊

小
雅
「
白
駒
」
卒
章
の
、

皎
皎
白
駒　
　

皎
皎
た
る
白
駒

在
彼
空
谷　
　

彼
の
空
谷
に
在
り

生
芻
一
束　
　

生
芻
一
束
な
れ
ど
も

其
人
如
玉　
　

其
の
人
は
玉
の
如
し
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に
つ
い
て
、
嚴
粲
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

次
の
こ
と
を
言
う

―
賢
者
が
遠
い
無
人
の
空
谷
に
隱
遁
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
「
寬
閒
の
野
」、「
寂
寞
の
濱（

11
（

」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
は
困
窮
の
中
に
身
を
置
い
て
も
淡
薄
な
生
活
を
受
け
入
れ
、
馬
を
飼
う
に
も
刈
っ
た
ば
か
り
の
生

の
草
一
束
し
か
な
く
、
食
べ
さ
せ
る
穀
物
な
ど
な
い
…
…
杜
甫
の
詩
に
「
奴
に
與
ふ
る
は
白
飯　

馬
に
は
青
芻
」
と
い
う
の
は
、

刈
っ
た
ば
か
り
の
青
々
と
し
た
草
の
こ
と
で
、
客
を
心
か
ら
愛
す
る
が
た
め
の
行
爲
で
あ
る
。
本
詩
で
は
生
の
草
に
よ
っ
て
賢
者

が
淡
薄
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
樣
子
を
表
す
。
兩
詩
そ
れ
ぞ
れ
表
現
の
意
圖
が
あ
る
。
季
文
子
の
屋
敷
に
粟
を
餌
と
し
て
飼
わ
れ

る
馬
が
い
な
か
っ
た
こ
と（

11
（

、
唐
人
の
詩
の
「
官
は
清
ら
か
に
し
て
馬
骨
高
し（

11
（

」
と
い
う
句
、
黃
庭
堅
の
詩
の
「
貧
馬　

百
藖
に
し

て
一
豆
に
逢
ふ（

11
（

」
の
句
は
い
ず
れ
も
馬
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
を
表
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
言
賢
者
遠
遯
在
於
無
人
之

空
谷
。
所
謂
寬
閑
之
野
、
寂
寞
之
濱
也
。
處
困
窮
而
享
淡
薄
、
其
飼
馬
以
新
刈
生
草
一
束
而
已
。
無
穀
以
秣
之
…
…
杜
詩
與
奴
白

飯
馬
青
芻
、
則
以
草
新
刈
而
青
者
、
爲
愛
客
之
厚
。
此
詩
則
以
生
芻
見
賢
者
之
處
淡
薄
。
其
意
各
有
所
主
。
季
文
子
無
食
粟
之
馬
、

唐
人
詩
官
清
馬
骨
高
、
山
谷
詩
貧
馬
百
藖
逢
一
豆
。
皆
因
馬
以
見
人
也
（

こ
こ
に
引
か
れ
る
杜
甫
の
詩
は
、「
入
奏
行
、
西
山
檢
察
使
竇
侍
御
に
贈
る
（
入
奏
行
、
贈
西
山
檢
察
使
竇
侍
御（

1（
（

（」
で
次
の
よ
う
に

言
う
う
ち
の
一
句
で
あ
る
。

江
花
未
落
還
成
都　
　

江
花　

未
だ
落
ち
ざ
る
と
き　

成
都
に
還
ら
ん

肯
訪
浣
花
老
翁
無　
　

肯
て
浣
花
の
老
翁
を
訪
ぬ
や
無い

な

や
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爲
君
酤
酒
滿
眼
酤　
　

君
が
爲
に
酒
を
酤か

は
ん　

滿
眼
の
酤

ひ
と
よ
ざ
け

與
奴
白
飯
馬
青
芻　
　

奴
に
は
白
飯　

馬
に
は
青
芻
を
與
へ
ん

嚴
粲
は
「
白
駒
」
の
句
を
、
馬
の
飼
い
葉
の
粗
末
さ
を
詠
う
中
に
、
寂
し
く
貧
し
い
暮
ら
し
に
自
足
し
て
い
る
隱
者
の
高
潔
さ
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
と
解
釋
す
る
。
杜
甫
の
詩
と
詠
っ
て
い
る
情
景
は
相
似
て
い
る
が
傳
え
よ
う
と
す
る
意
圖
が
異
な
っ
て
い
る
と

言
う
。
た
だ
し
、
兩
者
と
も
表
現
内
容
と
は
別
の
事
柄
を
讀
者
に
傳
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
點
で
は
や
は
り
言
外
の
意
が
存
在
し

て
い
る
。
杜
甫
の
詩
と
と
も
に
擧
げ
ら
れ
た
三
つ
の
引
用
も
、「
馬
に
因
り
て
以
て
人
を
見あ

ら
は」

す
例
で
あ
り
、
や
は
り
言
外
の
意
の
傍

證
と
な
っ
て
い
る
。

本
例
に
關
し
て
は
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
が
あ
る
。『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
前
集
卷
十
四
に
、
北
宋
末
の
宰
相
蔡
京
の
子
、
蔡さ

い

絛と
う

の
撰

述
し
た
『
西
清
詩
話
』
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

『
西
清
詩
話
』
に
次
の
よ
う
に
言
う

―
唐
人
の
「
子
美
を
弔
ふ
」
に
「
賦
は
三
都
の
上
に
出
で
、
詩
は
二
雅
に
求
む
る
を
須も

ち

ふ
」
と
あ
る
。
思
う
に
杜
少
陵
は
遠
く
詩
經
の
法
則
を
受
け
繼
い
だ
。
私
は
か
つ
て
詩
經
の
主
旨
に
よ
っ
て
彼
の
詩
を
注
釋
し
た

こ
と
が
あ
る
、「
奴
に
は
白
飯　

馬
に
は
青
蒭
を
與
へ
ん
」
は
、
主
人
の
こ
と
を
詠
っ
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
召
使
い
や
馬
を

こ
の
よ
う
に
も
て
な
す
と
い
う
こ
と
か
ら
主
人
を
い
か
に
歡
待
し
よ
う
と
し
た
か
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
は
詩
經
の
周
南
「
漢
廣
」

の
〔
二
章
に
〕「
言わ

れ　

其
の
楚
を
刈
ら
ん
…
…
言　

其
の
馬
を
秣

ま
ぐ
さ
かは

ん
」
と
言
い
、〔
卒
章
に
〕「
言　

其
の
蔞
を
刈
ら
ん
、
言　

其
の
駒
を
秣
は
ん
」
と
言
う
の
と
同
じ
意
境
で
あ
る
（
西
清
詩
話
云
、
唐
人
弔
子
美
、
賦
出
三
都
上
、
詩
須
二
雅
求
。
蓋
少
陵
遠

繼
周
詩
法
度
。
余
嘗
以
經
旨
箋
其
詩
云
、
與
奴
白
飯
馬
青
蒭
。
雖
不
言
主
人
而
待
奴
馬
如
此
則
主
人
可
知
。
與
詩
所
謂
言
刈
其
楚
、
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言
秣
其
馬
、
言
刈
其
蔞
、
言
秣
其
駒
同
意（

11
（

（

蔡
絛
は
、
杜
甫
が
詩
經
の
法
度
を
受
け
繼
い
だ
と
言
い
、
そ
の
實
例
と
し
て
、
嚴
粲
が
引
用
し
た
「
入
奏
行
、
西
山
檢
察
使
竇
侍
御

に
贈
る
」
を
擧
げ
る
。
彼
は
嚴
粲
と
は
異
な
り
こ
の
詩
と
「
白
駒
」
と
を
結
び
つ
け
て
い
な
い
が
、
代
わ
り
に
周
南
「
漢
廣
」
と
の
相

似
を
指
摘
し
て
、「
主
人
を
言
は
ず
と
雖
も
、
奴
馬
を
待
す
る
こ
と
此
の
如
く
ん
ば
主
人
知
る
べ
し
」
と
言
う
と
こ
ろ
か
ら
、
杜
甫
が

詩
經
か
ら
受
け
繼
い
だ
「
詩
經
の
法
度
」
の
重
要
な
一
つ
が
、
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
詩
句
に
直
接
表
現
せ
ず
、
言
外
の
意
と
し
て

傳
え
る
と
い
う
手
法
で
あ
っ
た
と
、
蔡
絛
が
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

11
（

。
こ
れ
は
嚴
粲
と
同
樣
の
認
識
で
あ
り
、
嚴
粲
が
詩
經
の
詩

篇
を
杜
甫
詩
を
用
い
て
說
明
し
た
意
圖
、
お
よ
び
そ
の
杜
甫
認
識
が
宋
代
の
詩
話
の
話
柄
と
相
繫
が
っ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
彼
の

詩
經
解
釋
學
が
、
宋
代
の
詩
歌
一
般
を
巡
る
批
評
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（　

ま
と
め

本
稿
の
考
察
の
結
果
、『
詩
緝
』
に
お
け
る
杜
詩
引
用
に
は
、
二
つ
の
注
目
す
べ
き
特
徵
が
見
出
さ
れ
る
。
第
一
の
特
徵
と
し
て
、

先
行
の
諸
解
釋
と
は
異
な
る
嚴
粲
獨
自
の
詩
篇
解
釋
を
行
う
中
で
、
杜
詩
が
引
用
さ
れ
て
い
る
例
が
複
數
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
擧

げ
ら
れ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
は
、「
黃
鳥
」「
定
之
方
中
」「
有
客
」
が
こ
れ
に
當
た
る
。
こ
の
よ
う
な
例
で
は
、
杜

詩
は
嚴
粲
の
解
釋
の
正
し
さ
を
證
明
す
る
根
據
と
し
て
、
そ
の
議
論
を
展
開
す
る
上
で
不
可
缺
の
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
嚴
粲
の
杜
詩
引
用
は
啓
蒙
的
な
動
機
に
よ
る
と
單
純
化
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

『
詩
緝
』
の
杜
詩
引
用
の
第
二
の
特
徵
と
し
て
、
本
稿
で
檢
討
し
た
諸
例
に
お
い
て
は
い
ず
れ
も
詩
篇
の
言
外
の
意
を
考
察
す
る
こ
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と
と
關
わ
っ
て
杜
詩
が
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
嚴
粲
は
詩
篇
に
は
詩
句
に
明
示
さ
れ
た
意

味
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
表
現
さ
れ
て
い
な
い
作
者
の
思
い
や
考
え
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
考
え
、
そ
れ
が
い
か
な
る
も
の
か
を
說
明

す
る
た
め
に
し
ば
し
ば
杜
詩
を
引
用
し
て
い
る
。
嚴
粲
に
と
っ
て
杜
詩
は
、
詩
篇
の
言
外
の
意
を
說
明
す
る
有
力
な
根
據
で
あ
っ
た
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
嚴
粲
は
詩
經
を
解
釋
す
る
の
に
、
あ
え
て
は
る
か
後
代
の
杜
甫
の
詩
を
根
據
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
、『
詩
緝
』
の
杜
詩
引
用
の
第
二
の
特
徵
に
あ
る
。

嚴
粲
は
、
詩
篇
の
作
者
が
い
か
な
る
狀
況
下
に
あ
っ
て
い
か
な
る
思
い
を
起
こ
し
、
そ
れ
を
い
か
に
表
現
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
例
え
ば
「
興
」
の
解
釋
に
お
い
て
は
、
作
者
が
事
物
に
觸
れ
た
時
、
心
の
中
に
い
か
な
る
感
慨
が
生
ま
れ
た

か
、
そ
れ
が
詩
人
の
置
か
れ
た
境
遇
、
狀
況
、
經
驗
か
ら
醸
成
さ
れ
た
思
い
を
ど
の
よ
う
に
觸
發
し
、
詩
表
現
と
し
て
結
晶
し
た
か
を

解
明
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
抱
い
た
嚴
粲
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
篇
の
作
者
は
い
か
な
る
心
ば
え
を
持
っ
た

人
閒
で
あ
っ
た
の
か
を
、
詩
篇
を
細
や
か
に
讀
み
取
る
こ
と
を
通
し
て
知
ろ
う
と
い
う
態
度
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
作
業
を
積

み
重
ね
る
中
で
形
成
さ
れ
た
詩
經
の
詩
人
に
對
す
る
見
方
を
表
す
も
の
と
し
て
、
彼
は
注
釋
の
中
で
「
風
人
」
と
い
う
語
を
多
用
し
、

風
人
が
「
優
柔
」
な

―
配
慮
深
く
遠
回
し
な
表
現
を
好
む
も
の
柔
ら
か
な

―
性
格
の
持
ち
主
で
、
そ
れ
が
詩
作
に
お
け
る
言
外
の

意
の
多
用
に
繫
が
っ
た
と
言
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
黃
忠
愼
氏
が
考
察
し
て
い
る（

11
（

。
嚴
粲
は
、
詩
人
の
心
理
を
細
や
か
に

深
く
追
求
す
る
解
釋
姿
勢
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
嚴
粲
は
先
人
と
比
較
し
て
、
詩
篇
の
詩
句
に
よ
り
大
き
な
質
量
の
意
味
や
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
、
そ
れ
を
解
明
す
る
こ
と
を
自
身
の
詩
經
解
釋
の
任
務
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
詩
經
の
詩
人
は

詩
句
に
自
己
の
感
情
と
知
性
と
思
想
と
の
あ
り
っ
た
け
を
込
め
た
と
、
嚴
粲
は
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
う
し
た
認
識
に
基
い
て
詩
篇
を
解
釋
す
る
に
當
た
っ
て
は
、
そ
の
作
者
を
よ
り
具
體
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
必
要
が
生
ま
れ
る
。
具

體
的
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
詩
經
の
詩
人
と
い
う
の
は
、
何
に
心
を
動
か
さ
れ
る
も
の
な
の
か
、
事
物
や

出
來
事
に
觸
れ
た
時
、
そ
の
心
は
ど
の
よ
う
に
反
應
し
、
そ
の
反
應
は
ど
の
よ
う
に
擴
が
り
深
ま
っ
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
擴
が
り
深

ま
っ
た
思
い
を
ど
の
よ
う
な
言
葉
に
紡
ぎ
出
す
の
だ
ろ
う
か
。
端
的
に
言
え
ば
、
詩
經
の
詩
人
と
は
い
か
な
る
感
性
を
持
ち
、
い
か
な

る
表
現
を
す
る
人
閒
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
の
問
題
の
解
答
を
求
め
る
と
、『
詩
緝
』
に
お
け
る
杜
詩
引
用
を
本
稿
と
は
異
な
る
視
點
か
ら
考
察
し
た
前
稿
で
提
出
し
た
以
下

の
結
論
が
、
本
稿
に
お
い
て
も
や
は
り
適
用
で
き
る
。

詩
經
の
詩
人
が
い
か
な
る
思
い
や
意
圖
を
持
っ
て
詩
篇
を
作
り
上
げ
た
か
、
い
か
な
る
表
現
の
方
法
に
よ
っ
て
そ
の
思
い
や
意

圖
を
傳
え
た
か
は
、
詩
篇
を
ど
の
よ
う
に
解
釋
す
る
か
に
よ
っ
て
大
き
く
變
わ
る
。
ま
し
て
言
外
の
意
と
し
て
思
い
や
考
え
を
込

め
る
手
法
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
詩
句
に
言
外
の
意
が
あ
る
の
か
、
さ
ら
に
は
い
か
な
る
言
外
の
意
が
ど
の
よ
う
に
込
め
ら
れ

て
い
る
の
か
は
、
解
釋
者
の
立
場
や
解
釋
の
し
か
た
に
よ
っ
て
千
差
萬
別
と
な
る
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
個
別
の
詩
篇
の
詩
句
を

分
析
的
に
解
釋
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
答
え
を
導
き
出
す
だ
け
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
最
高
の
詩
人
た
る
詩
經
の
詩
人
は
い
か

な
る
思
い
を
い
か
に
表
現
す
る
も
の
か
に
つ
い
て
の
見
方
が
、
解
釋
者
の
思
考
の
基
層
に
豫
め
存
在
し
て
い
て
、
そ
の
見
方
に
個

別
の
詩
篇
の
詩
句
を
當
て
嵌
め
な
が
ら
解
釋
す
る
と
い
う
あ
り
方
も
必
要
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
簡
單
に
言
え
ば
、
解
釋
者

は
表
現
者
の
人
格
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
ま
ず
腦
裏
に
浮
か
べ
て
詩
篇
を
解
き
明
か
そ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

嚴
粲
は
杜
甫
を
尊
崇
し
て
い
た
。
と
す
れ
ば
彼
の
自
覺
が
ど
う
で
あ
れ
、
そ
の
詩
經
解
釋
に
お
い
て
事
實
上
杜
甫
は
表
現
者
の

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か（

11
（

。
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言
い
換
え
れ
ば
彼
は
、
詩
經
の
詩
人
は
杜
甫
の
よ
う
に
感
じ
考
え
詩
篇
を
作
っ
た
と
認
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
黃

鳥
」
で
言
え
ば
、
寂
寥
の
思
い
を
抱
い
て
生
き
る
詩
人
は
小
動
物
と
の
心
的
交
流
を
感
じ
る
も
の
で
あ
り
、「
定
之
方
中
」
で
言
え
ば
、

春
の
雨
に
出
會
っ
た
詩
人
は
、
春
雨
の
萬
物
を
産
み
育
て
る
働
き
に
思
い
を
致
す
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
、
詩
人
は
そ
の

よ
う
な
感
慨
を
あ
か
ら
さ
ま
で
は
な
く
紆
餘
曲
折
の
あ
る
言
葉
の
中
に
込
め
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
杜
甫
に
詩

經
の
詩
人
の
姿
を
見
出
そ
う
と
し
た
、
あ
る
い
は
詩
經
の
詩
人
の
中
に
杜
甫
の
姿
を
見
出
そ
う
と
し
た
、
そ
れ
が
本
稿
で
考
察
し
た
例

に
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
嚴
粲
の
意
識
で
は
、
詩
經
の
詩
人
と
杜
甫
は
同
樣
の
感
性
の
持
ち
主
、
同
樣
の
表
現
の
し
か

た
を
す
る
者
で
あ
っ
た
、
だ
か
ら
、
嚴
粲
は
自
分
が
摑
み
得
た
と
信
じ
た
詩
人
の
思
い
と
表
現
と
を
、
杜
甫
の
詩
を
引
用
す
る
こ
と
で

證
明
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
第
二
節
以
下
で
考
察
し
た
杜
詩
引
用
例
が
、
い
ず
れ
も
詩
篇
の
言
外
の
意
の
解
明
に
關
係
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
こ

と
の
表
れ
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
一
節
で
觸
れ
た
小
雅
「
沔
水
」
も
言
外
の
意
に
關
わ
る
し
、
李
樗
の
經
說
を
引
い
た
小

雅
「
信
南
山
」
も
や
は
り
言
外
の
意
に
關
聯
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
（。
詩
經
の
詩
人
が
言
外
の
意
を
極
め
て
重
視
し
た
こ

と
、
そ
し
て
杜
甫
が
「
詩
人
の
體
」
を
よ
く
體
現
し
た
こ
と
は
、
早
く
も
北
宋
・
司
馬
光
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
そ
し
て
、
葉

夢
得
『
石
林
詩
話
』
に
は
、
杜
甫
が
言
外
の
意
の
表
現
に
長
け
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
の
議
論
が
複
數
見
ら
れ
る（

11
（

。
嚴
粲
が
杜
甫
の
詩

に
基
づ
い
て
詩
篇
の
言
外
の
意
を
探
求
し
た
こ
と
は
、
宋
代
の
こ
の
よ
う
な
認
識
を
詩
經
研
究
に
具
體
的
に
適
用
し
た
も
の
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

嚴
粲
は
生
前
詩
人
と
し
て
も
名
が
あ
り
、
族
兄
で
『
滄
浪
詩
話
』
の
著
者
と
し
て
名
高
い
嚴
羽
と
と
も
に
「
二
嚴
」
と
稱
さ
れ
た
。

南
宋
晩
期
を
代
表
す
る
江
湖
詩
人
戴
復
古
は
彼
ら
「
二
嚴
」
と
交
遊
が
あ
り
、
彼
ら
を
し
ば
し
ば
詩
に
詠
っ
た
。
そ
の
一
つ
に
「
二
嚴

を
祝
す
（
祝
二
嚴
（」
が
あ
り
、
そ
の
中
で
戴
復
古
は
嚴
粲
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。
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粲
也
苦
吟
身　
　

粲
や
苦
吟
の
身

束
之
以
簪
組　
　

之
を
束
ぬ
る
に
簪
組
を
以
て
す

遍
參
百
家
體　
　

遍
く
百
家
の
體
に
參
じ

終
乃
師
杜
甫　
　

終
に
乃
ち
杜
甫
を
師
と
す（

11
（

戴
復
古
が
詠
っ
て
い
る
の
は
、
詩
人
と
し
て
の
嚴
粲
は
自
ら
が
い
か
な
る
詩
人
を
目
指
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
意
識
を
抱
え
て
歷
代

の
詩
人
を
渉
獵
し
た
後
、
杜
甫
に
理
想
を
見
出
し
私
淑
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
本
稿
の
考
察
を
經
て
、
詩
經
學
者
と
し
て
の
嚴

粲
も
ま
た
、
詩
篇
を
解
釋
す
る
作
業
の
中
で
杜
甫
を
據
る
べ
き
模
範
と
し
て
重
ん
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

嚴
粲
の
「
黃
鳥
」
詩
解
釋
は
、『
詩
緝
』
に
先
行
す
る
注
釋
書
に
は
類
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
彼
が
獨
自
に
作
り
上
げ
た
說

で
あ
る
と
、
筆
者
は
述
べ
た
。
實
を
言
え
ば
、
嚴
粲
以
後
の
詩
經
注
釋
書
の
中
に
も
彼
の
說
を
踏
襲
し
た
例
は
見
出
し
に
く
い
。
つ
ま

り
、
嚴
粲
は
獨
自
の
思
考
に
よ
っ
て
傳
統
的
な
說
に
果
敢
に
異
を
唱
え
た
も
の
の
、
後
世
に
贊
同
者
を
得
ら
れ
ず
影
響
力
を
發
揮
す
る

こ
と
な
く
終
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
彼
の
解
釋
は
孤
立
的
で
泡
沫
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
判
斷
も
あ

り
得
よ
う
。
詩
經
解
釋
學
の
歷
史
の
中
で
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
力
を
有
し
て
い
る
か
と
い
う
基
準
で
說
の
價
値
を
計
っ
た
な
ら
ば
そ
の
判

斷
は
正
し
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
說
を
こ
れ
と
は
異
な
る
視
野
に
置
い
た
場
合
、
別
の
評
價
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

人
閒
が
そ
の
感
情
や
感
性
を
ど
の
よ
う
な
文
化
的
な
表
現
型
に
よ
っ
て
示
す
か
と
い
う
問
題
に
對
す
る
關
心
や
執
着
の
擴
が
り
と
言
え

ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
視
野
か
ら
學
術
文
化
の
世
界
を
俯
瞰
し
、
そ
の
視
野
の
中
に
詩
經
の
解
釋
を
置
い
て
考
え
た
場
合
で
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あ
る
。

嚴
粲
は
「
黃
鳥
」
を
、
詩
人
あ
る
い
は
詩
の
語
り
手
が
異
鄕
の
地
を
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
時
、
こ
の
地
で
唯
一
彼
の
心
を
慰
め
て
く

れ
た
黃
鳥
に
對
し
て
、
親
し
み
と
憐
れ
み
を
込
め
て
別
れ
を
告
げ
、
そ
れ
を
通
し
て
自
分
の
深
い
孤
獨
感
と
時
代
や
人
閒
に
對
す
る
失

望
を
歌
い
出
し
た
と
解
釋
し
た
。
そ
こ
に
は
、「
潭
州
を
發
す
」
の
詩
か
ら
、
杜
甫
が
異
鄕
の
地
を
去
る
に
際
し
て
人
閒
に
對
す
る
い

か
な
る
思
い
を
持
っ
て
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
事
物
を
託
し
て
詠
っ
た
の
か
を
讀
み
取
ろ
う
と
し
た
詩
話
の
著
者
た
ち
、
ま
た
神
話
世
界

の
中
で
屈
原
が
自
分
に
惜
別
の
情
を
寄
せ
る
魚
や
波
を
通
し
て
現
世
へ
の
失
望
を
描
き
出
し
た
と
讀
み
取
っ
た
洪
興
祖
と
、
詩
歌
か
ら

何
を
讀
み
取
る
か
に
つ
い
て
の
同
樣
の
關
心
が
見
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、
詩
人
と
は
ど
の
よ
う
な
感
情
と
感
性
を
持
っ
た
存
在
で
あ
る
か

と
い
う
こ
と
に
對
し
て
大
き
な
關
心
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

無
論
、
こ
の
三
者
を
ま
と
め
て
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
思
考
パ
タ
ー
ン
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
確
か
に
そ
う
い
う
面
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、

し
か
し
彼
ら
が
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
人
間
類
型
と
は
、
善
か
惡
か
、
君
子
か
小
人
か
の
切
り
分
け
を
す
る
こ
と
で
滿
足
す
る
の
で
は

な
く
、
詩
篇
の
作
者
は
い
か
な
る
狀
況
で
ど
の
よ
う
に
感
じ
そ
の
心
に
溢
れ
た
も
の
を
ど
の
よ
う
に
吐
露
し
言
語
表
現
に
定
着
さ
せ
る

も
の
な
の
か
と
い
う
深
み
に
ま
で
關
心
の
錨
を
沈
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
出
し
た
、
表
現
主
體
と
し
て
の
人
閒
類
型
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
詩
句
が
直
接
表
す
意
味
の
背
後
に
ど
の
よ
う
な
感
情
や
世
界
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
か
の
讀
み
取
り
、
す
な
わ
ち
言

外
の
意
に
對
す
る
關
心
と
連
動
し
て
い
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
彼
ら
に
は
、
詩
人
は
言
語
表
現
の
裏
に
言
外
の
意
を
込
め
る
も

の
だ
と
い
う
確
信
が
あ
っ
た
。
そ
の
確
信
に
基
づ
い
て
、
彼
ら
は
解
釋
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
歌
を
作
り
上
げ
た
詩
人
の
人
と
な

り
を
發
見
し
た

―
あ
る
い
は
構
築
し
た
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い

―
の
で
あ
る
。

言
外
の
意
に
つ
い
て
の
嚴
粲
の
讀
解
の
態
度
、
詩
人
や
語
り
手
の
思
い
を
深
く
理
解
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
、
後
世
の
詩
經
學
者
に

對
し
て
大
き
な
學
的
影
響
を
與
え
た
こ
と
は
、
筆
者
も
こ
れ
ま
で
何
度
か
言
及
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る（

11
（

。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
嚴
粲
の
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「
黃
鳥
」
解
釋
は
そ
れ
單
獨
と
し
て
見
れ
ば
解
釋
學
史
的
に
孤
立
し
た
說
に
す
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
解
釋

態
度
と
い
う
視
點
か
ら
考
え
る
と
、
そ
の
意
義
は
け
っ
し
て
低
く
見
積
も
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
嚴
粲
の
詩
經
解
釋
に
お
け
る

杜
甫
詩
の
利
用
の
あ
り
方
が
彼
以
後
の
詩
經
解
釋
學
史
上
に
與
え
た
意
義
も
、
今
後
繼
續
し
て
考
察
し
て
ゆ
く
べ
き
問
題
で
あ
る
。

本
稿
は
、
詩
經
解
釋
に
お
い
て
後
世
の
詩
文
を
引
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
い
か
な
る
意
義
を
持
つ
行
爲
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
意

識
の
、
手
始
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
中
國
文
學
史
上
に
お
け
る
杜
甫
の
地
位
に
鑑
み
て
、『
詩
緝
』
の
杜
甫
引
用
の
意
味
を
解
明
す

る
こ
と
は
そ
れ
自
體
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
と
は
言
い
な
が
ら
、
右
の
問
題
意
識
を
構
成
す
る
一
部
分
で
あ
る
こ
と
は
銘

記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
王
智
慧
氏
の
詳
細
な
調
査（

11
（

に
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
詩
緝
』
に
は
、
杜
甫
以
前
と
し
て
『
楚
辭
』、
曹
植
な

ど
の
引
用
が
見
ら
れ
、
杜
甫
以
後
、
と
言
う
よ
り
も
嚴
粲
に
と
っ
て
の
近
人
と
し
て
蘇
軾
、
黃
庭
堅
、
陳
師
道
な
ど
か
ら
の
引
用
も
見

ら
れ
る
。
本
稿
の
結
論
の
妥
當
性
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
杜
甫
以
外
の
引
用
が
い
か
な
る
性
格
を
持
つ
か
を
考
察
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
稿
の
結
論
は
あ
く
ま
で
作
業
假
說
と
位
置
付
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注（
（
（
李
輝
點
校
『
詩
緝
』（
中
華
書
局
、
二
〇
二
〇
（。

（
（
（
同
右
前
言
（
上
册
、
九
頁
（。

（
3
（
王
智
慧
「
嚴
粲
《
詩
緝
》
徵
引
文
獻
考
」（
魯
東
大
學
修
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
五
（。

（
（
（
淸
・
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
注
』
卷
十
（
中
國
古
典
文
學
基
本
叢
書
、
中
華
書
局
、
一
九
七
九

―
以
下
、「
排
印
本
」
と
略
稱
、
七
九
八

頁
（。
な
お
、
本
稿
に
引
用
し
た
杜
甫
詩
の
訓
讀
は
、『
杜
甫
全
詩
譯
注
』（
全
四
册
、
下
定
雅
弘
・
松
原
朗
編
、
講
談
社
學
術
文
庫
、
二

〇
一
六
（
等
の
諸
譯
注
書
を
参
考
に
し
た
。

（
（
（『
杜
詩
詳
注
』
卷
二
（
排
印
本
一
一
三
頁
（。
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（
（
（『
杜
詩
詳
注
』
卷
七
（
排
印
本
五
七
八
頁
（。

（
（
（『
杜
詩
詳
注
』
卷
七
（
排
印
本
五
四
四
頁
（。

（
（
（『
杜
詩
詳
注
』
卷
十
四
（
排
印
本
一
二
三
三
頁
（。

（
（
（『
杜
詩
詳
注
』
卷
八
（
排
印
本
六
三
一
頁
（。

（
（0
（
拙
論
「
思
い
を
込
め
た
贈
り
物

―
杜
甫
詩
に
お
け
る
詩
經
の
典
故
の
意
義
に
つ
い
て
の
嚴
粲
の
認
識

―
」（
慶
應
義
塾
大
學
文
學
部

『
藝
文
研
究
』
一
二
三
號
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
（。

（
（（
（
本
句
の
「
榖
」
は
、
小
雅
「
鶴
鳴
」
の
「
其
の
下
に
維
れ
榖
あ
り
（
其
下
維
榖
（」
の
毛
傳
に
「
榖
は
低
級
な
木
で
あ
る
（
榖
、
惡
木

也
（」
と
言
い
、
そ
の
『
經
典
釋
文
』
に
、「
榖
は
、
工
木
の
反
。『
說
文
解
字
』（
卷
六
上
、
木
部
（
に
『
榖
は
楮
な
り
。
木
に
從
ひ
穀
の

聲
』
と
言
う
。
禾
に
從
う
〔
穀
の
〕
字
で
は
な
い
（
榖
、
工
木
反
。
說
文
云
楮
也
、
從
木
穀
聲
。
非
從
禾
也
（」
と
言
う
よ
う
に
、
コ
ウ

ゾ
・
カ
ジ
と
い
う
木
の
名
を
表
す
。
本
章
「
我
を
穀よ

み
し
肯が

え
んぜ

ず
（
不
我
肯
穀
（」
の
句
の
「
穀
」
と
は
別
の
字
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
集
傳
』
に
「
榖
は
木
の
名
で
あ
る
（
榖
、
木
名
（」
と
言
い
、『
詩
緝
』
は
「『
毛
詩
正
義
』
に
「
榖
は
木
で
あ
る
（
疏
曰
榖
木
也
（」
と

言
い
、『
毛
詩
正
義
』
の
訓
詁
に
從
う
。

（
（（
（
諸
本
「
喩
天
下
」
の
上
に
「
箋
曰
」
の
二
字
無
い
が
、『
毛
詩
挍
勘
記
』
は
「
是
箋
」
と
言
う
。
今
こ
れ
に
從
う
。

（
（3
（「
木
」、
阮
刻
本
十
三
經
注
疏
『
毛
詩
正
義
』（
影
印
本
、
藝
文
印
書
館
（
で
は
「
本
」
に
作
る
が
、
足
利
學
校
所
藏
南
宋
刊
本
『
毛
詩
註

疏
』（
影
印
本
、
足
利
學
校
遺
蹟
圖
書
館
後
援
會
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
三
（、
明
版
閩
刻
十
三
經
注
疏
本
『
毛
詩
正
義
』（
影
印
本
、
中

國
社
會
科
學
院
歷
史
研
究
所
文
化
室
編
、
東
方
出
版
社
、
二
〇
一
一
（
が
「
木
」
に
作
る
の
に
從
っ
た
。

（
（（
（
鄭
箋
に
「
言
、
我
」
と
言
う
の
に
從
っ
て
訓
讀
す
る
。

（
（（
（
程
元
敏
『
三
經
新
義
輯
考
彙
評
（
二
（』
に
據
る
。

（
（（
（
例
と
し
て
、
周
南
「
葛
覃
」
首
章
『
詩
緝
』
に
「
興
之
不
兼
比
者
也
」
と
特
記
し
て
い
る
の
が
擧
げ
ら
れ
る
。

（
（（
（
小
雅
「
緜
蠻
」
首
章
「
緜
蠻
黃
鳥
、
止
于
丘
阿
」
に
つ
い
て
『
詩
緝
』
は
「
緜
蠻
然
小
之
黃
鳥
」
と
言
い
、
人
々
が
可
愛
ら
し
く
思
う

と
い
う
點
に
は
觸
れ
な
い
も
の
の
、「
小
さ
な
鳥
」
と
い
う
形
象
は
「
葛
覃
」「
凱
風
」「
黃
鳥
」
に
お
け
る
黃
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
と
齟
齬
す

る
も
の
で
は
な
い
。



78

（
（（
（『
杜
詩
詳
注
』
卷
二
二
（
排
印
本
一
九
七
一
頁
（。

（
（（
（『
補
注
杜
詩
』
卷
三
五
、
本
詩
題
下
補
注
に
「
鶴
曰
、
詩
云
曉
行
湘
水
春
、
當
是
大
曆
四
年
春
自
潭
之
衡
時
作
」（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
（

と
言
う
。

（
（0
（
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、『
詩
緝
』
以
後
に
も
「
黃
鳥
」
の
注
釋
で
杜
甫
の
「
潭
州
を
發
す
」
を
參
照
し
た
も
の
は
見
出
せ
な
い
。

（
（（
（
洪
業
他
撰
『
杜
詩
引
得
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
影
印
本
（
に
據
る
。

（
（（
（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
に
據
る
。

（
（3
（『
九
家
集
注
杜
詩
』
卷
三
五
は
、「
岸
花
飛
送
客
、
檣
燕
語
留
人
」
の
二
句
に
つ
い
て
注
釋
が
な
い
。
趙
次
公
は
「
檣
燕
者
、
帆
檣
上
之

泊
燕
也
。
公
詩
又
曰
、
燕
子
逐
檣
烏
」（
林
繼
中
輯
校
『
杜
詩
趙
次
公
先
後
解
輯
校　

修
訂
本
』
己
秩
卷
之
七
、
中
國
古
典
文
學
叢
書
、

上
海
古
籍
出
版
社
、
下
册
一
四
九
六
頁
（
と
言
う
が
、「
岸
花
」
に
つ
い
て
注
釋
は
な
く
、
か
つ
こ
の
二
物
に
杜
甫
が
ど
の
よ
う
な
感
情

を
込
め
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
。

（
（（
（『
杜
詩
詳
注
』
卷
十
四
（
排
印
本
一
一
九
三
頁
（。

（
（（
（
淸
・
何
文
煥
輯
『
歷
代
詩
話
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
、
上
册
三
一
九
頁
（。
こ
の
話
は
、
南
宋
・
魏
慶
之
『
詩
人
玉
屑
』
卷
十
四
「
優

柔
感
諷
」、
南
宋
・
胡
仔
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
前
集
卷
六
、
南
宋
・
蔡
夢
弼
『
草
堂
詩
話
』
卷
上
に
も
引
用
さ
れ
る
。

（
（（
（
拙
著
『
詩
經
解
釋
學
の
繼
承
と
變
容
―
北
宋
詩
經
學
を
中
心
に
据
え
て
―
』（
硏
文
出
版
、
二
〇
一
七
（
第
十
六
章
「
作
者
の
意
圖
か
ら

國
史
と
孔
子
の
解
說
へ

―
嚴
粲
詩
經
解
釋
に
お
け
る
小
序
尊
重
の
意
義

―
」
參
照
。

（
（（
（
南
宋
・
羅
大
經
『
鶴
林
玉
露
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
（
一
八
五
頁
。

（
（（
（
拙
論
「
同
情
と
配
慮
の
レ
ト
リ
ッ
ク

―
戴
震
『
毛
詩
補
傳
』
に
見
ら
れ
る
嚴
粲
詩
經
學
の
影
響

―
」（『
日
本
宋
代
文
學
學
會
報
』

第
三
號
、
二
〇
一
七
年
五
月
（、
同
「
よ
り
深
く
潛
水
し
よ
り
自
由
に
游
泳
す
る
た
め
に

―
嚴
粲
詩
經
學
に
お
け
る
小
序
尊
重
の
意
義

　

そ
の
二

―
」（
慶
應
義
塾
大
學
日
吉
紀
要
『
中
國
硏
究
』
第
十
一
號
、
二
〇
一
八
年
三
月
（
參
照
。

（
（（
（
宋
・
洪
興
祖
撰
、
白
化
文
等
校
點
『
楚
辭
補
注
』（
中
國
古
典
文
學
基
本
叢
書
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
（、
七
八
頁
。

（
30
（
王
逸
の
注
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
「
子
」
と
は
河
伯
の
こ
と
を
言
う
。
屈
原
が
河
泊
と
別
れ
る
に
あ
た
り
、「
あ
な
た
は
東
に
向
か
い
、
九
河
に
あ
る
居
宅
に
お
歸
り
に
な
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る
が
よ
い
、
私
も
ま
た
歸
ろ
う
と
思
う
か
ら
」
と
言
う
。「
美
人
」
と
は
屈
原
が
自
ら
の
こ
と
を
稱
し
た
も
の
で
あ
る
。
河
泊
に
願
っ
て

私
を
南
江
の
は
て
ま
で
見
送
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
す
る
こ
と
を
言
う
。
楚
國
に
歸
る
の
で
あ
る
。「
媵
」
は
見
送
り
を
す
る
こ

と
で
あ
る
。
川
の
神
は
屈
原
の
歸
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
ま
た
滔
滔
た
る
波
に
迎
え
に
來
さ
せ
、
河
泊
は
隣
隣
た
る
魚
を
侍
從

に
從
え
て
私
を
送
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
言
う
（
子
、
謂
河
伯
也
。
言
屈
原
與
河
伯
別
、
子
宜
東
行
、
還
於
九
河
之
居
、
我
亦
欲
歸
也
。
美

人
、
屈
原
自
謂
也
。
願
河
伯
送
己
南
江
之
涯
、
歸
楚
國
也
。
媵
、
送
也
。
言
江
神
聞
己
將
歸
、
亦
使
波
流
滔
滔
來
迎
、
河
伯
遣
魚
隣
隣
侍

從
而
送
我
也
（

（
3（
（
朱
熹
の
『
楚
辭
集
注
』
で
は
杜
甫
の
詩
は
引
か
な
い
も
の
の
、「
子
謂
河
泊
…
…
美
人
與
予
、
皆
巫
自
謂
也
。
媵
、
送
也
。
既
已
別
矣
、

而
波
猶
來
迎
、
魚
猶
來
送
、
是
其
眷
眷
之
無
已
也
。
三
閭
大
夫
豈
至
是
而
始
歎
君
恩
之
薄
乎
」
と
言
い
、
や
は
り
屈
原
が
波
や
魚
が
自
分

を
見
送
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
詠
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
裏
に
自
分
を
蔑
ろ
に
す
る
人
間
に
對
す
る
失
望
の
氣
持
ち
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

（
3（
（「
定
之
方
中
」
序
に
、「
定
之
方
中
、
美
衞
文
公
也
。
衞
爲
狄
所
滅
、
東
徙
渡
河
、
野
處
漕
邑
。
齊
桓
公
攘
戎
狄
而
封
之
。
文
公
徙
居
楚
丘
、

始
建
城
市
而
營
宮
室
、
得
其
時
制
、
百
姓
說
之
、
國
家
殷
富
焉
」
と
言
う
。

（
33
（『
杜
詩
詳
注
』
卷
十
（
排
印
本
七
九
八
頁
（。

（
3（
（『
詩
緝
』
は
、「
騋
」
に
つ
い
て
毛
傳
の
「
馬
七
尺
曰
騋
」
の
訓
詁
を
引
く
。

（
3（
（『
禮
記
』「
曲
禮
下
」
に
、「
問
國
君
之
富
、
數
地
以
對
、
山
澤
之
所
出
…
…
問
庶
人
之
富
、
數
畜
以
對
」
と
言
う
の
が
朱
熹
が
引
用
す
る

文
と
最
も
近
い
が
、
こ
こ
で
は
所
有
す
る
家
畜
（
馬
も
含
む
で
あ
ろ
う
（
の
數
に
よ
っ
て
そ
の
富
を
計
る
の
は
「
庶
人
」
に
つ
い
て
で
あ

っ
て
、
朱
熹
の
言
う
よ
う
に
國
君
の
富
を
計
る
基
準
と
な
っ
て
は
い
な
い
。
待
考
と
し
た
い
。
朱
熹
の
こ
の
「
記
に
曰
く
」
の
引
用
文
は
、

嚴
粲
『
詩
緝
』
を
含
め
後
世
の
注
釋
書
に
多
く
再
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
3（
（『
集
傳
』
に
「
蓋
其
所
畜
之
馬
七
尺
而
牝
者
亦
已
至
於
三
千
之
衆
矣
」
と
言
う
。
朱
熹
は
「
騋
牝
」
の
語
構
造
を
「
騋
の
牝
」
と
理
解
し

て
い
て
、「
騋
と
牝
と
」
と
解
釋
す
る
嚴
粲
と
は
說
を
異
に
す
る
（
嚴
粲
の
說
は
、
毛
傳
に
「
馬
七
尺
以
上
曰
騋
。
騋
馬
與
牝
馬
也
」
に

從
っ
て
い
る
（。
朱
熹
と
同
時
代
の
學
者
で
あ
る
范
處
義
の
『
詩
補
傳
』
も
「
馬
七
尺
曰
騋
…
…
言
其
高
大
而
牝
者
至
三
千
之
多
」
と
、

朱
熹
と
同
じ
解
釋
を
し
て
い
る
。
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（
3（
（『
鄭
箋
』
に
、「
今
文
公
滅
而
復
興
、
徙
而
能
富
、
馬
有
三
千
、
雖
非
禮
制
、
國
人
美
之
」
と
言
い
、『
正
義
』
に
、「
言
文
公
…
…
既
政

行
德
實
、
故
能
興
國
、
以
致
殷
富
、
騋
馬
與
牝
馬
乃
有
三
千
、
可
美
之
極
也
」
と
言
う
。

（
3（
（『
蘇
傳
』
に
、「
文
公
…
…
宜
其
有
騋
牝
三
千
也
。
言
富
強
之
業
必
深
厚
者
爲
之
。
非
輕
揚
淺
薄
者
之
所
能
致
耳
」
と
言
う
。

（
3（
（
李
樗
は
「
此
所
以
致
國
家
之
富
而
有
騋
牝
三
千
者
」
と
言
い
、「
今
文
公
滅
而
復
興
、
徙
而
能
富
、
馬
有
三
千
、
似
非
禮
制
何
哉
。
蓋
國

人
方
且
美
其
富
而
不
以
禮
制
責
之
也
」
と
言
い
、
黃
櫄
は
、「（
文
公
（
所
以
能
治
國
家
富
庶
之
盛
而
有
騋
牝
三
千
之
多
」
と
言
う
。

（
（0
（『
呂
記
』
に
、「
王
氏
曰
、
言
國
君
之
富
者
宜
以
馬
也
…
…
程
氏
曰
…
…
卒
章
敍
其
勤
勞
以
致
殷
富
」
と
言
う
。

（
（（
（『
詩
補
傳
』
に
、「
吾
君
其
操
心
之
塞
實
淵
深
、
無
他
嗜
好
、
一
意
於
富
國
。
舉
馬
而
言
、
其
高
大
而
牝
者
至
三
千
之
多
、
則
所
以
致
此

者
乃
塞
淵
之
效
也
」
と
言
う
。

（
（（
（『
杜
詩
詳
注
』
卷
十
（
排
印
本
七
九
八
頁
（。

（
（3
（『
杜
甫
全
集
校
注
』
卷
八
「
春
夜
歸
雨
」（
蕭
滌
非
主
編
、
人
民
文
學
出
版
社
、
二
〇
一
三
、
第
四
册
、
二
一
二
五
頁
（
に
兩
說
を
紹
介

し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

王
嗣
奭
曰
、「
好
雨
知
時
節
、
謂
當
春
乃
萬
物
發
生
之
時
也
。
若
解
作
雨
發
生
則
陋
矣
」。
顧
宸
曰
、「
應
雨
而
雨
、
是
謂
好
雨
。

當
春
而
春
雨
發
、
故
曰
發
生
。
舊
解
添
出
發
生
萬
物
、
便
是
蛇
足
」。

　

た
だ
し
、
南
宋
期
ま
で
の
「
發
生
」
の
語
義
解
釋
の
分
岐
に
つ
い
て
は
、
考
證
で
き
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
（（
（『
杜
詩
詳
注
』
卷
一
（
排
印
本
四
五
頁
（。

（
（（
（
曹
樹
銘
增
校
『
杜
臆
增
校
』
卷
一
（
藝
文
印
書
館
、
一
九
七
一
、
四
頁
（。

（
（（
（
淸
・
楊
倫
『
杜
詩
鏡
銓
』（
中
國
古
典
文
学
叢
書
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
新
一
版
、
十
五
頁
〕（
の
眉
批
に
、

　
「
門
に
入
れ
ば
」
の
句
は
正
面
か
ら
描
き
、「
侍
立
」
の
句
は
側
面
か
ら
描
い
て
い
る
。
偶
然
で
あ
っ
た
出
來
事
か
ら
句
を
ひ
ね
り

出
し
て
い
る
の
が
巧
妙
で
あ
る
（
入
門
句
從
對
面
寫
、
侍
立
句
從
側
面
寫
、
偶
然
事
只
拈
出
便
妙
（

と
言
う
。「
門
に
入
れ
ば
」
の
句
が
家
の
門
を
描
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
に
住
む
范
隱
居
の
姿
を
正
面
か
ら
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
し

て
い
る
の
に
對
し
、「
侍
立
」
の
句
は
范
隱
居
と
は
別
人
の
侍
童
を
描
寫
す
る
こ
と
で
、
そ
の
主
人
の
范
隱
居
の
姿
を
側
面
か
ら
浮
か
び

上
が
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
、
王
嗣
奭
と
同
じ
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
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（
（（
（
唐
・
韓
愈
「
答
崔
立
之
書
」
に
、「
若
都
不
可
得
、
猶
將
耕
於
寬
閒
之
野
、
釣
於
寂
寞
之
濱
」
と
言
う
（
馬
其
昶
校
注
、
馬
茂
元
整
理

『
韓
昌
黎
文
集
校
注
』
第
三
卷
、
中
國
古
典
文
學
叢
書
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
、
一
六
八
頁
（。

（
（（
（『
春
秋
左
傳
』「
襄
公
五
年
」
に
、「
季
文
子
卒
、
大
夫
入
斂
。
公
在
位
。
宰
庀
家
器
爲
葬
備
。
無
衣
帛
之
妾
、
無
食
粟
之
馬
、
無
藏
金
玉
、

無
重
器
備
。
君
子
是
以
知
季
文
子
之
忠
於
公
室
也
。
相
三
君
矣
、
而
無
私
積
、
可
不
謂
忠
乎
」
と
言
う
。

（
（（
（
北
宋
・
呂
陶
（
一
〇
三
一
～
一
一
〇
七
（『
淨
德
集
』
卷
三
五
「
過
金
堂
偶
記
舊
詩
因
贈
宇
文
縣
宰
」
に
、「
嘗
聞
縣
古
槐
根
出
、
最
愛

官
清
馬
骨
高
」（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
（
と
あ
る
。
ま
た
、『
錦
繡
萬
花
谷
』
卷
十
四
に
「
縣
古
槐
根
露
、
官
清
馬
骨
高
」（
文
淵
閣
四
庫

全
書
本
（
の
句
が
載
る
。『
全
唐
詩
分
析
系
統
』（http://w

w
w
.chinabooktrading.com

.kras.lib.keio.ac.jp/tang/

（、『
捜
韻
』

（https://sou-yun.cn/Q
ueryPoem

.aspx

（、『
中
華
經
典
古
籍
庫
』（
機
構
版
（
第
一
輯
～
第
九
輯
（http://publish.ancientbooks.

cn.kras.lib.keio.ac.jp/docShuju/platform
SublibIndex.jspx?libId=（

（
に
據
っ
て
調
べ
た
か
ぎ
り
で
は
、
唐
人
の
作
例
は
見
當
た

ら
な
い
。

（
（0
（
北
宋
・
黃
庭
堅
「
觀
伯
時
畫
馬
禮
部
試
院
作
」
に
「
坐
窗
不
遨
令
人
瘦
、
貧
馬
百
藖
逢
一
豆
」
と
言
う
（『
黃
庭
堅
詩
集
注
』
卷
九
、
中

國
古
典
文
學
基
本
叢
書
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
三
、
三
二
一
頁
（。

（
（（
（『
杜
詩
詳
注
』
卷
十
（
排
印
本
八
六
七
頁
（。

（
（（
（
胡
仔
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
前
集
卷
十
四
「
杜
少
陵
九
」（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
六
二
、
九
五
頁
（。

（
（3
（
周
南
「
漢
廣
」
二
章
『
詩
緝
』
に
、「
故
言
此
游
女
之
嫁
人
、
將
有
秣
馬
以
禮
親
迎
之
者
、
豈
可
以
非
禮
犯
之
哉
」
と
言
う
。「
言
秣
其

馬
」
が
言
外
に
女
性
を
丁
重
に
迎
え
る
意
を
傳
え
て
い
る
と
解
釋
し
て
い
る
點
で
、
蔡
絛
の
解
釋
と
相
通
じ
る
。

（
（（
（
黃
忠
愼
『
嚴
粲
詩
緝
新
探
』（
文
史
哲
學
集
成
、
臺
灣
、
文
史
哲
出
版
社
、
二
〇
〇
八
（。

（
（（
（
前
掲
拙
稿
二
〇
二
二
年
十
二
月
參
照
。

（
（（
（
司
馬
光
『
溫
公
續
詩
話
』
に
、「
詩
云
牂
羊
墳
首
、
三
星
在
罶
、
言
不
可
久
。
古
人
爲
詩
、
貴
于
意
在
言
外
…
…
近
世
詩
人
、
惟
杜
子
美

最
得
詩
人
之
體
。
如
國
破
山
河
在
、
城
春
草
木
深
…
…
山
河
在
、
明
無
餘
物
矣
。
草
木
深
、
明
無
人
矣
」
と
言
う
（
淸
・
何
文
煥
『
歷
代

詩
話
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
、
上
冊
二
七
七
頁
（。

（
（（
（
胡
仔
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
前
集
、
卷
八
「
杜
少
陵
三
」
に
、
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石
林
詩
話
云
、
詩
人
以
一
字
爲
工
、
世
固
知
之
。
惟
老
杜
變
化
開
闔
、
出
奇
無
窮
、
殆
不
可
以
形
迹
捕
詰
。
如
江
山
有
巴
蜀
、
棟

宇
自
齊
梁
、
則
近
遠
數
千
里
、
上
下
數
百
年
、
只
在
有
與
自
兩
字
閒
而
呑
吐
山
川
之
氣
、
俯
仰
古
今
之
懷
、
皆
見
於
言
外
…
…
此
皆

工
妙
至
到
、
人
力
不
可
及
而
此
老
獨
雍
容
閒
肆
、
出
于
自
然
、
略
不
見
其
用
力
處
。

ま
た
卷
九
「
杜
少
陵
四
」
に
、

　

石
林
詩
話
云
、
禪
宗
論
雲
門
有
三
種
語
…
…
其
二
爲
截
斷
衆
流
句
、
謂
超
出
言
外
、
非
情
識
所
到
…
…
余
嘗
戲
爲
學
子
言
、
老
杜

詩
亦
有
此
三
種
語
、
只
先
後
不
同
。

ま
た
卷
十
「
杜
少
陵
五
」
に
、

　

石
林
詩
話
云
、
七
言
難
於
氣
象
雄
渾
、
句
中
有
力
、
而
紆
餘
不
失
言
外
之
意
。
自
老
杜
綿
江
春
色
來
天
地
、
玉
壘
浮
雲
變
古
今
。

與
五
更
鼓
角
聲
悲
壯
、
三
峽
星
河
影
動
搖
等
句
之
後
、
常
恨
無
復
繼
者
。

と
言
う
。

（
（（
（『
石
屏
詩
集
』
卷
一
（
四
部
叢
刊
廣
編
（。

（
（（
（
拙
論
「『
言
外
の
意
』
の
遠
近
法

―
そ
の
多
樣
性
、
お
よ
び
詩
經
の
意
味
の
重
層
性
に
お
け
る
位
置
付
け

―
」（
慶
應
義
塾
大
學
日

吉
紀
要
『
人
文
科
學
』
第
三
五
號
、
二
〇
二
〇
年
六
月
（、「
增
殖
す
る
言
外
の
意

―
そ
の
共
時
的
通
時
的
樣
相
と
詩
經
解
釋
學
史
上
の

意
義

―
」（
慶
應
義
塾
大
學
日
吉
紀
要
『
中
國
硏
究
』
第
十
四
號
、
二
〇
二
一
年
三
月
（
參
照
。

（
（0
（
王
智
慧
氏
前
揭
論
文
。

＊
本
稿
は
、
蔣
經
國
國
際
學
術
交
流
基
金
會
補
助
（
一
百
零
八
年
度
第
二
期
（
に
よ
る
共
同
研
究
「
作
爲
方
法
的
『
言
外
之
意
』

―
結
合

《
詩
經
》
尊
〈
序
〉
與
廢
〈
序
〉
的
態
度
比
較
」
の
成
果
で
あ
る
。


